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（２）各学校の概要 

平成21年度 教 育 計 画 
長井市立長井小学校 

 

校 是 「 慈 愛 」 

    《校是「慈愛」設定の趣旨》 

学校創立１０７年の歴史と伝統、昭和８年第１校舎建設への決意、由緒深い校

庭「長井小慈愛の森」へ寄せられた先人達の本校への期待、教育愛、母校愛に

思いをいたし、深い「慈愛」の中にこそ教育の原点があることを確かめ、ここ

に校是を「慈愛」と定める。            （昭和６３年５月） 

 

１ 学校教育目標 
『 学び合い 未来を拓く 明るくたくましい子ども 』 

《子ども像》 

   ○ 共に進んで学ぶ子ども  ○ 豊かな生活を創造する子ども  ○ 心身を鍛える子ども 

《学校像》 「子ども一人一人の「いのち」が輝く、明るく楽しい学校」 

   ○ ことばを大切にする学校 ○ 思いやりに満ちた学校  ○ きれいな学校 

《教師像》 

   ○ 子どもの学力・心を伸ばす教師 

   ○ 子どもと共にあり、共感できる教師 

   ○ 高い専門性をもつ教師 

 

２ 学校経営の方針 
○ 中心校の歴史と伝統をふまえ、校是「慈愛」を基本理念に、「いのち」輝く子ども、「長井

の心」の育成をめざし、子どもの姿に成果が見える経営実践を充実する。 

○ 授業の中でこそ「いのち」輝く子どもを育てるとともに、基礎・基本の確かな定着、思考力

・判断力・表現力の向上につなぐ授業改善に具体的に取り組む。 

○ 目標達成に向けて、全教育活動で「いのち」輝く子どもの姿、具体策を鮮明にするとともに、 

数値目標、チームでの対応、ＰＤＣＡのサイクルを大切にする。 

○ 学習指導要領の趣旨理解と移行期間の円滑な対応を行うとともに、５教振の柱としてのやま

がた教育コミュニケーション改革を推進し、「生きる力」の育成に努める。 

 

(1) 教育公務員としての使命を自覚し、教科・生徒指導などの専門性、実践的指導力を高める研

修に積極的に取り組み、資質・能力の向上に努める。 

(2) 学年団を中核に、確かな共通実践・指導で「いのち」輝く子どもを育成し、子ども・保護者

・地域から信頼される明るく楽しい学校を創る。 

(3) 「確かな学力」の向上に向け、少人数のよさを生かしたきめ細やかな指導、コミュニケーシ

ョン力・活用力を育てる授業の改善、そして学習・生活の基本の指導を徹底する。 

(4) 「豊かな心」の育成のため、慈愛の教育を中核に、かかわる活動の充実、道徳・学級活動の

授業改善に積極的に取り組む。 

(5) 「健やかな体」の育成のため、生活リズムの確立と体力の向上、そして安全教育、食育を家

庭・地域と連携して具体的に推進する。 

(6) 「いのち」輝く子どもの資質・能力としての「自尊感情」「他者とかかわって学ぶ力」「社

会力」を育てる学年・学級経営の充実を図る。 

(7) 家庭や地域、関係機関との連携を強め、子どもの安全と安心の確保、「長井の心」の育成を

図るとともに、教育環境の整備と美化に努める。 
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(8) 特別に支援を必要とする子どもの実態に応じた、特別支援教育を具体的に推進する。 

(9) 「長井の心」を育むために、「まなび、かかわり、体験」をキーワードに、フットパスを活

用した教育活動、ボランティア活動など長井のよさを感得できる活動を推進する。 

(10) 国語力を高め、「いのち」輝く子ども、「長井の心」を育む、読書活動を推進する。 

(11) 幼・保、小、中の連携を密に、一人一人に「生きる力」を育む取り組みを推進する。 

(12) これまでの英語活動の研究の成果を生かし、引き続き「外国語活動における教材の効果的

な活用及び評価の在り方等に関する実践研究事業」推進校として研究を継続する。 

 

３ 本年度の重点と具体策 
 (1) 慈愛の心にあふれ、いのち輝く子どもの育成 

  ＜求める子ども＞ 「長井小学校の『いのち輝く子ども』の姿」 

   ① 自分のいのちを大切にすることができる。 

   ② みんなのいのちを大切にすることができる。 

   ③ 自分に自信をもつことができる。 

   ④ みんなのために一生懸命がんばることができる。 

   ⑤ 本が好きである。 

  ＜具体策＞ 

   ① 「慈愛の教育」の深化・充実を図り、「長井の心」の育成につなぐ。 

   ② コミュニケーション力を育て、一人一人の自尊感情と社会力を高める。 

   ③ 少人数学級のよさを生かしたきめ細やかな指導を徹底する。 

   ④ 学年ボランティアの実践等、社会力を育む学年・学級経営を工夫する。 

   ⑤ 朝読書・読み聞かせ等、言葉の力と「長井の心」を育てる読書活動の充実を図る。 

 (2) 自分の考えをもち、共に学びを深める子どもの育成 

  ＜求める子ども＞ 

   ① 基礎・基本を確かに身につけている。 

   ② 自分の考えを書き、伝えることができる。 

   ③ 共に学び合い、学んだことを活かすことができる。 

  ＜具体策＞ 

   ① 時間内評価による指導と評価の一体化を図るとともに、個別指導を徹底する。 

   ② 全校漢字計算テストや反復学習により、基礎・基本の定着を図る。 

   ③ 各教科において、書く力（考える力）と伝える力の向上に努める。 

④ 追求・表現・交流の場の意図的設定、コミュニケーション力を育てる授業改善に取り組

む。 

   ⑤ 共通実践項目を確実に行い、心と心が通い合うわかる楽しい授業づくりを進める。 

(3) 思いやりの心をもち、共に生活を高める子どもの育成 

  ＜求める子ども＞ 

   ① きまりを守って生活できる。 

   ② 思いやりがあり、他とのかかわり合いを大切にできる。 

   ③ 目標の実現に向けて、主体的・創造的に行動できる。 

  ＜具体策＞ 

   ① 元気が伝わるあいさつ、温かい言葉・ていねいな言葉の指導を徹底する。 

   ② 生活目標の実践と評価を充実する。（目標達成率９０％） 

   ③ 倫理観・規範意識を高める、道徳の時間、学級活動の授業改善に取り組む。 

   ④ 互いのよさを認め合う、ふれあい活動を充実・発展する。 

   ⑤ 大規模校のよさを生かし、子ども主体の感動ある学校・学年行事を推進する。 

(4) めあてをもち、共に心身を鍛える子どもの育成 

  ＜求める子ども＞ 

   ① 生活リズムを身につけている。 

   ② めあてをもって、根気強く体力づくりに挑戦する。 
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   ③ いのちを大切にして、安全な生活ができる。 

  ＜具体策＞ 

   ① 家庭との連携を強化し、一人一人の生活リズムを確立する。 

   ② 重点種目を設定し、教科体育、長井小体力カードを中核に体力づくりを強化する。 

   ③ 家庭や地域と連携して、安全指導を強化する。（交通事故「０」） 

   ④ 健康や運動記録を整理活用し、自己管理能力・対応能力を育てる。 

   ⑤ 安全と安心を確保する、きれいな環境の整備・充実を図る。 

 

４ 今日的課題に対する学校としての考え方と取組 
(1) 子ども・保護者・地域から信頼される学校をみんなで創る。 

  【安心・安全な学校づくり】 

① 生活安全、交通安全、災害安全に関する教育活動を充実し、「自他のいのちを守る」安

全行動を身につける。 

② 「慈愛っ子まもり隊」やあいさつ・見守り活動の実施、家庭や地域と連携した「慈愛ネ

ット」を通して安全活動を展開し、安心・安全の仕組みをつくる。 

  【開かれた学校づくり】 

① 学校の方針や具体的な取組等を家庭や地域に伝えたり、広く授業や活動を公開したりす

るとともに、家庭や地域と一体となった取組を進め、「開かれた学校づくり」を一層推進

する。 

  【信頼される学校づくり】 

① 重点の具体策については、具体的な達成目標を掲げ、具現化構想を明確にし、達成状況

の評価や改善のシステムを確立し、「信頼される学校づくり」に努める。 

 

(2) 「慈愛の教育・いのちの教育」を充実・深化させ、「いのち」を大切にし、心身ともに健康

で主体的に生きる「いのち輝く子ども」を育てる。 

 「いのちの教育」５年目。これまでの学校経営の成果を継承・充実していくため、経営の重

点の第一に「慈愛の心にあふれ、いのち輝く子どもの育成」を掲げ、教育活動全体で推進して

いく。 

   また、「いのち」輝く子どもを育成する取組をとおして「長井の心」を育んでいく。 

  【「いのち」を大切にする心の育成】 

① 「慈愛の教育・いのちの教育」基本構想をもとに、「慈愛の教育」を深化・充実した「い

のちの教育」を全教育活動で重点化しながら推進する。 

②共感的理解や人間的なふれあいで温かな人間関係を築き、どの子どもにも自己存在感や自

己有用感を感得させ、「自尊感情」を育てる「一人一実践」に取り組む。 

③倫理観と規範意識を高める指導を充実させ、自律の心を育むとともに、他を大切にする思

いやりのある「ことば」について日常的に指導する。 

④集団生活において自己の役割を果たしたり、話し合いやボランティア活動等により人の役

に立つ喜びを味わったりする体験活動を充実し、「生き方」を実感できるようにするとと

もに、自他のいのちを大切にしようとする心を育てる。 

⑤道徳の授業の授業改善を図るとともに、性教育や保健学習、栽培活動や生産活動等の年間

計画を、「生命の尊さ」を学ぶという観点から重点化した取組を行う。 

⑥活動への意欲や心の安定につながる基本的な生活習慣の確立に向け、家庭と連携して取り 

組む。 

  【主体的に生きようとする態度の育成】 

① 少人数学級のよさを生かしたきめ細やかな学習指導により、わかり方に応じて自己選択

できる場面を設定したり、めあてをもたせて反復学習することにより一人一人に達成感と

自信をもたせる。 

② 少人数学級のよさを生かし、一人一人のよさや役割を認め合ったり、全員が協力・協働
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して１つの事業を成し遂げたり、一人一人が主体的に学校・学級の諸問題の解決にかかわ

ったりする活動や体験を通して、自己存在感や自己有用感を育てる。 

③ 子どもの願いや思いを活かして、活動や行事を子ども主体に展開し、子ども自らが学校

生活をよりよいものにつくりあげようとする意欲と態度を育てる。 

④ 子どもとの意図的なかかわりや教育相談を通して、生活の様子や言動への目配りと心配

り を日常的に行い、家庭との連携を図りながら問題の早期発見に努め、不登校を未然に

防止するとともに、子どもの自立を促すように支援する。 

⑤ 英語活動を中心に、国際理解教育を通して、自国や外国についての理解を深めるととも

に、学んだ表現を使って話す力やコミュニケーション力を育てる。 

  【心身の健康づくりを主体的に実践する力の育成】 

① 自己の心身の健康状態を把握し健康課題を明らかにして、家庭と連携しながら生活リズ

ムの改善や性への正しい認識と行動、う歯予防等に主体的に取り組むことができるように

指導  する。 

② 給食指導を中心とし、教科・総合的な学習の時間において食育に関する教育活動を家庭

と連携して充実し、子どもの望ましい食習慣を形成する。 

  【いのちを支える健やかな心とたくましい体の育成】 

① 仲間と協調しながら共に運動する楽しさを体感させるとともに、「できる・のびる」喜

びを高める体育の授業を工夫・改善する。 

② 全校的な課題である投力、柔軟性を高める運動（ドッジボールの奨励、教科体育時の補

強運動）に日常的に取り組む。 

③ 水泳やトリム走、なわとび運動、遊具・施設を活用した運動等、６年間を見通した目標

をもたせて取り組み、運動技能と体力の向上を図る取組を行う。また、学校全体で基本的

な運動に日常的に取り組み、家庭や地域と連携しながらバランスのとれた基礎体力づくり

を推進する。 

 

(3) 「まなび」を通して、自ら考え共に学びを深める子どもを育てる。 

 新学習指導要領の移行措置をふまえ、新学習指導要領の趣旨を活かした教育活動の充実に努

める。 

 また、少人数学級のよさを生かしながら、「かかわり合って学ぶこと」を基盤にして基礎・

基本を確実に身につけさせるとともに、「考える力」を高めて、確かな学力の向上につなぐ授

業改善を一層推進する。 

   特別支援教育の体制を一層充実させ、一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援の努める。 

① 基礎・基本の確かな定着に向けて授業を充実させる。 

ア 学力テスト結果や子どもの実態をふまえ、単元を重点化した年間指導計画を作成して指 

  導する。 

イ 学習がんばり月間と連動させたモジュール授業や反復学習により、基礎学力を定着させ

る。 

ウ 少人数学級のよさを生かし、個に応じたきめ細やかな指導と評価基準・規準による適切

な評価活動を時間内に計画的に行う。 

エ 重点学年（さんさんプラン非該当学年）において、級外教員による週１時間の算数ＴＴ

授業を行う。また、さんさんプラン該当学年では、重点単元について、級外教員による各 

  学級週２時間の算数ＴＴ授業を行う。 

オ 学年ごとに教材研究、打合わせを充実させ、共通実践・共通指導を大切にする。 

② 思考力・表現力を高め、活用する力を育成する。 

ア 学校研究として、４教科部会を組織し、実践的な研究を行う。 

イ 条件（字数・時間・キーワード・形式等）を付けた「書く活動」を授業に意図的に設定 

し、思考力・表現力・活用力の育成につなぐ。 

ウ ねらいを明確にした交流活動（小集団交流・全体交流）を授業に意図的に設定し、「受

けて、つないで返す」交流の仕方を指導し、個の考えの広がりと深まり、コミュニケーシ
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ョン力の育成につなぐ。 

エ 授業末、単元末の評価問題に知識・技能の活用を問う内容を設定する。 

オ 一人一人の思いや考えを、豊かに表現する書かせ方について一斉指導日を設定するとと 

  もに、日常的に書く活動と指導の場を設定する。 

カ 共通実践項目（４教科の指導、小集団交流モデル、学び方等）や目指す授業を年度当初

に共通理解し、研究の日常化と授業の充実・改善につなぐ。 

③ 読むこと（読解力や理解力）、書くこと、話すこと（適切で豊かな表現力）ができるよう

言語活動を工夫し、国語力の向上に努める。 

④ 言葉の力を育て、豊かな感性や情緒、考える力や感動する力など人としてよりよく生きる

ための力を身につける読書指導を家庭と一体となって充実する。 

⑤ 少人数学級のよさを生かし、「他者とかかわって学ぶ力」を高める「一人一実践」に取り

組み、指導方法の改善等、授業力の向上につなぐとともに、学び方の定着に向けた共通実践

を確実に行う。 

⑥ 総合的な学習の時間では、「長井の心」の育成を目指し、フットパスを中心として子ども

の興味関心を重視しながら、長井の伝統・文化、自然等について学ぶ価値ある追究活動を積

み上げる。 

⑦ これまでの英語活動の研究の成果を生かし、今年度は「外国語活動における教材の効果的 

な活用及び評価の在り方等に関する実践研究事業」推進校として研究を継続する。 

 また、高学年専科非常勤講師（英語）との連携した指導により、英語活動の充実を図る。 

⑧ 教科や総合的な学習の時間において、図書室やコンピュータの利活用、ゲストティーチャ

ーの活用を積極的に進める。 

⑨ 授業の常時公開の基本姿勢をもち、互いに学び合いながら自己研鑽と開かれた研修に努め

る。 

⑩ 家庭や地域と連携しながら、多様な人々の生き方にふれる体験活動を重視する。 

⑪ 特別に支援の必要な子どもに対して、個別の支援計画に基づく支援を具体的に実施する。 

 

(4) 広い「かかわり」の中で、社会力を高め、よりよい生活をつくる子どもを育てる。 

 学校・家庭・地域での豊かなかかわりの中で、自他のいのちを大切にする心を育て、自尊感

情と社会力を育む教育活動を推進する。 

①元気で明るいあいさつ、ていねいで相手を大切にする言葉遣いについて、日常の指導と、児

童会の取組を一体化させながら推進する。 

②学校と家庭・地域が一体となって、あいさつ運動や声がけ運動を展開し、多くの人とかかわ

るよさを感得させるとともに、かかわりを広げ深めていこうとする意識の高揚を図る。 

③大規模校、少人数・複数学級のよさを生かし、きょうだい学級や学年・学級間との交流活動

や縦割り集団でのふれあい活動を計画的・日常的に実践する。また、子ども主体の感動ある

学校・学年行事をつくることを通して、人間関係力や自尊感情・自己有用感を育む。 

④規範意識や注意し合う力を高めるために、道徳の授業に重点価値「思いやり」「礼儀」「公

徳心」「公平・公正・正義」を設定して指導する。 

⑤いじめ・不登校、問題行動の未然防止に向けて、児童理解と相談活動を充実させる。 

⑥地域や社会に目を向けて課題に気づかせ、子ども自らが主体的に解決しようという意欲をも

って取り組むことができるボランティア活動を学年、児童会で積極的に進める。また、学級

において「社会力」を育てる「一人一実践」に取り組む。 

⑦学校支援ボランティアを充実し、共に活動することを通して、「かかわり」を深める。 

 

５ 特色ある教育活動の展開 
(1) 一人一人の子どもに慈愛の心・いのちを大切にする心を育む活動 
 「慈愛の教育・いのちの教育」推進構想のもと、全教育活動・全領域で、子ども同士、子ど

もと教師等のふれあいの場を意図的に設定し、温かなかかわりの中で一人一人の子どもに「慈

愛の心・いのちを大切にする心」を育む。 

① 児童会やきょうだい学級を中心とした「ふれあい活動」の日常化 

 児童会では、学校生活を見つめ、よりよい生活にするために気づいたことを委員会活動と
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して実践していく。それらの活動の中に、全校生のふれあいをつくる工夫を取り入れ、「み

んななかよく楽しい学校」をつくる。 

② みんなで参加する「あいさつ運動」 

 児童会運営委員会とともに、全学年・全学級の子ども達が輪番で「あいさつリーダー」と

して運動に参加して、あいさつを呼びかける。また、運動に広く参加を呼びかけて、みんな

で参加して意識を高める。特に、あいさつが上手な子どもには、児童会から「あいさつ名人」

の称号を贈る。 

③ ボランティア活動による地域とのふれあい 

 大規模校のよさを生かして、全校でアルミ缶回収を行い、車椅子を老人福祉施設等に寄贈

する活動を継続する。また、学年、児童会による地域に向けたボランティア活動を行う。 

④ 「慈愛の日・いのち輝く日」 

 毎月第一火曜日を「慈愛の日・いのち輝く日」とし、月毎に重点を設けて取り組んでいく。

（「いのちの日」「まなびの日」「かかわりの日」） 

(2) 確かな学力につなぐ単元レベルでの授業改善と少人数指導 
 ４教科と英語活動の学校研究を通し、これまでの授業研究の実績を基盤に、学習意欲、思考

力や表現力、学び合う力を高め、活用力を育てる単元レベルでの授業改善を一層進める。また、

多様な学習形態によるＴＴ指導、月・火・金の放課後の「パワーアップタイム」等、個に応じ

たきめ細やかな指導を継続し、確かな学力を維持・向上する。 

(3) 確実な学力向上と自信につなぐモジュール授業 
 英語・計算・漢字等、反復練習、継続練習をすることにより学習効果の向上が期待される内

容を、１単位時間（４５分）を１５分ずつ３モジュールに分け、週３日実施する。これにより、

確実な学力の向上と、「できる」自信をもたせる。 

(4) 豊かな心と言葉の力を育み、よりよい生き方につなぐ読書活動 
 読書が好きな子どもを目指し、国語の教科書関連読書、調べ読書、読み聞かせ、読書環境の

整備等の取組を、家庭と一体となって進める。 

 また、毎月２３日を「長小読書の日」として、家庭と一体となって読書に取り組む。 

(5) 「長井の心」を育む総合的な学習の時間 
 長井の人、町、伝統・文化、自然等について、「フットパス」を中心に、ＰＴＡ・地域と連

携して学び、長井のよさを感得し発信、紹介することを通して「長井の心」を育む。 

(6) 「コミュニケーション・親しみ・定着」をキーワードにした英語活動 
 ゲームを取り入れ楽しみながら英語に親しむ指導過程、モジュール授業やＡＬＴ・高学年専

科非常勤講師との授業を相互に関連させて定着を図る単元計画、低・中・高２学年をひとまと

まりとした年間指導計画の工夫を行い、研究を深める。 

(7) 少人数学級のよさを生かした学年・学級経営における「一人一実践」 
 少人数学級のよさを生かし、「自尊感情を育てる経営」「他者とかかわり合って学ぶ力を高

める経営」「社会力を育てる経営」を重点とした「一人一実践」に取り組み、その成果を共有

する。 

(8) 「慈愛の教育・いのちの教育」の集大成としての「慈愛まつり」 
 「慈愛の教育・いのちの教育」の総合的な実践・発表の場として、子ども主体に協力・協働

してよりよいものに創りあげ、全校生が「慈愛の心」と「いのち」について確かめ合う場とす

る。 

(9) 教育活動を豊かにし、安心と安全を確保する学校支援ボランティア 
 「はぐくみ絵本会」による読み聞かせ、「慈愛っ子まもり隊」（安全パトロール）による下

校指導等、ゲストティーチャーとの連携による教育活動を充実する。 

(10) 家庭との信頼を築く公開と評価 
 学校開放日の設定や学校・学年・学級だより等での説明と情報提供により、公開と評価を推

進する。 
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平成21年度 学校経営の大綱 
長井市立致芳小学校 

 

１ 学校教育目標 
 （１）基本を身につけ、生き生きと学びあい、伝えあう子ども 

 （２）豊かな心を持ち、美しく表現しあう子ども 

 （３）がまん強くやりぬき、励ましあい、鍛えあう子ども 

 （４）ふるさとを知り、ふるさとのよさをわかりあう子ども 

 

２ 校  是 

「和して芳しきを致せ」 

 明治４０年（１９０７年）、成田小学校と白兎五十川両区維持の開進小学校を合わ

せて一村一校の小学校を設けたとき、時の山形県知事 馬淵鋭太郎 が、『学校の指標』

として書いて与えたものである。  

 

３ めざす子ども像・学校像・教師像 
 

 

  長井の心を持ち  
       い の ち 輝 く 致 芳 の 子 
○ 学ぶ意欲があり、ともに学びを深め活用できる子ども 「輝く瞳」 

○ 思いやりの心があり、ともに生活を高める子ども     「豊かな心」 

○ 健康課題を知り、自ら健康体力づくりにはげむ子ども 「はじける笑顔」 

○ 人や社会、自然や文化に積極的にかかわって学ぶ子ども 「致芳の子」 

 

 

い の ち 輝 く 致 芳 校 
○ 教育の「軸」がしっかりした学校 

○ 明るいあいさつ・温かい言葉づかいが行き交う学校 

○ 生活・行動にけじめのある学校 

○ 教育環境が整っている学校  

○ 安全・安心が保障された学校 

 

 

       い の ち 輝 く 致 芳 の 教 師 
      ○ 教育公務員としての自覚と使命を持つ教師 

        ○ 重点や課題を共有し協働できる教師 

        ○ 「納得」や「実感」のある学びを持たせることのできる教師 

      ○ カウンセリングマインドに立った指導ができる教師           

        ○ 仕事に対して誠実に厳しく取り組む教師 

        ○ 心身ともに健康で、活力に満ちた明朗な教師 

        ○ 保護者や地域住民とコミュニケーションのとれる教師 

        ○ 報告・連絡・相談が適切にできる教師 

        ○ 危機管理に対する感性が豊かな教師 

 

４ 経営の方針 
（１）「長井の心」の育成を基盤に、「成果」・「誠実」・「連携」による「いのち輝く致芳の

子」の育成に 努め、信頼される学校をめざす。 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

長
井
の
心
の
育
成 

〈 子 ど も 像 〉 

〈 学  校  像 〉 

〈 教  師  像 〉 
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○ 重点と指導と評価を一体化した「軸」をつくり、確実に成果をあげて学校の責務を果た

す。 

○ 子どもと保護者と地域の願いに誠実に応え、信頼関係を高める。 

○ 家庭や地域と「今年度の重点」を共有し、連携して「いのち輝く致芳の子」の育成をめ

ざす。 

（２）新学習指導要領や第５次山形県教育振興計画、「長井の心」育成推進事業を踏まえ、「生

きる力」としての確かな学力・豊かな人間性・健やかな心身（「本当の力」）をはぐくむ。 

○ 「長井の心」育成研究の実績を踏まえ、学校・地域の教育資源を存分に生かし、実生活

や実社会との関連を重視した体験的な教育活動を充実する。 

○ 学校研究を柱に、思考力・判断力・表現力等の「活用する力」を高める授業への改善を

図る。 

（３）「国際理解教育」推進校として、国際理解学習を充実し、英語力の育成に努める。 

（４）移行期初年度における新教育課程を確実に実施するとともに、教育課程全体の評価を大切

にして次年度の改善・充実につなぐ。 

（５）平成２２年度の創立１００周年記念式典並びに記念事業に向けた準備を着実に進める。 

 

５ 今年度の重点 

（１） 学ぶ意欲があり、ともに学びを深め活用できる子どもの育成 
〈 「真の学力」：学習意欲、基礎的な知識・技能、思考力・判断力・表現力等の活用する力、学び合

う力、言語力、学習習慣等  〉       ◇ 主に学習指導部・研究推進委員会で具現化 

① 学校研究を中心に、身近な「ひと・もの・こと」とかかわり、知識・技能を意欲的・効

果的に活用できる力を高める授業への改善を図る。                  【 授業の改善 】 

② 「スキルタイム」や「ぐんぐんタイム」を活用し、少人数による繰り返し指導を充実さ

せるとともに、家庭学習を習慣化して、基礎的基本的事項を定着させる。 

  【 基礎的基本的事項の定着 】 
③ 話型や手引きによる指導及び言語表現の機会や場の充実など、言語活動を活性化する。 

                                                 【 言語活動の活性化 】 
④ 読書の重要性を啓発・啓蒙し、家庭と連携しながら読書指導を充実する。 

                                                                  【 読書指導の充実 】 

（２） 思いやりの心があり、ともに生活を高める子どもの育成 
〈「自他を尊ぶ心」：自尊感情、自律、思いやり、尊敬・感謝、信頼・友情、生命尊重、郷土愛等 〉 

〈「社会力」：人間関係力や対話力などの他とかかわる力、実践力、自治能力、創造力等 〉 

                                                ◇ 主に生活指導部で具現化  

① 学級活動や児童会活動、クラブ活動、学校行事などにおいて、「重点（めあて）・指導

・評価」の「軸」をしっかりつくり、成就体験を積み上げる。【 成就体験の積み上げ 】 

    ② 児童一人一人のよさや可能性を承認・賞賛し、自尊感情を高める学級経営に努める。 

【 自尊感情を高める学級経営 】 
    ③ 明るいあいさつや場に応じた言葉づかいを身につける生徒指導を充実する。 

       【 あいさつ・言葉づかいの指導 】 
④ 道徳授業と体験との関連を重視し、｢自他を尊ぶ心｣を実感させ実践的な態度を育成する。 

                                                   【 自他を尊ぶ心の育成 】 
    ⑤ 異年齢での交流や「共遊」など多様な他者と豊かにかかわり合う活動を充実する。 

                                 【 交流活動の充実 】 
⑥ 児童会活動や生活目標への取り組みなど、自治的な活動を活性化し、児童自らがよりよ

い学校生活をつくりあげることができるようにする。    【 自治的活動の活性化 】 

（３） 健康課題を知り、自ら健康体力づくりにはげむ子どもの育成 
〈「自己管理能力」：生活習慣・生活リズム、基礎体力・基本的な運動能力、危機回避対応能力 〉 

    〈「たくましさ」：がまん強さ（耐性）、ねばり強さ（根気）、気力、挑戦心等 〉 
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                 ◇ 主に学習指導部（体力づくり）・生活指導部（健康づくり）で具現化  

① 基本的な生活習慣や生活リズムの大切さについて理解を深め自覚を高めるとともに、家

庭との連携を強化して、実践化・習慣化を図る。  【生活習慣･生活リズムの連携指導】 

② 教科体育やパワーアップタイムを通して、技能や体力が高まる喜びを体得させるととも

に、ねばり強く取り組むことの大切さについて、自覚化・意識化を図る。 

【 体力づくりの強化 】 

③ 安全教育全般について、実態に即した課題解決を軸に、指導の重点化を図る。 

                                                                  【 安全教育の充実 】 

（４） 人や社会、自然や文化に積極的にかかわって学ぶ子どもの育成 
〈「本当の力・長井の心」：学校や地域のよさ（教育資源）を生かしてはぐくむ「生きる力」としての確

かな学力   （真の学力）・豊かな人間性（自他を尊ぶ心・社会力）・健やかな心身（自己管理能力・た

くましさ） 〉                  ◇ 主に「長井の心」推進委員会で具現化 

① 学校や地域の「ひと・もの・こと」を生かした体験的な教育を充実する観点から、その

教育資源を開発・整備し、カリキュラムに組み入れる。【 体験的な教育の開発・整備 】 

② 「ひと・もの・こと」を生かした体験的な教育を「重点とする教育活動」とし、一つ一

つの教育活動において、「ひと・もの・こと」とかかわって学ぶよさを感じ取り、愛着や

感謝の心が育まれるように指導する。        【 愛着や感謝の心を育む指導 】 

 

６ 特色ある教育活動 
(1)  「なかよし活動」・「共遊」の時間（木曜日の午後２０分間；隔週で） 
 「なかよし活動」では、兄弟学級を中心とした異年齢集団毎に、意図的・定期的に設

定されたゲームや遊びを通してふれ合い、なかよし集会での全校的活動により、所属感

や連帯感を高める。 

 「共遊」では、教師と子どもが共にグランドや体育館で体を使った遊びを行い、仲間

と共にふれあう楽しさを味わわせる。 

(2) 「ぐんぐんタイム」 
 年間を通して毎週木曜日の放課後に位置づけ、『ぐんぐんタイム』と名付けて個

別指導にあたる。具体的に、評価において１の子を２に引き上げることを意識しな

がら、内容も広くして全職員で対応する。 

(3) 「スキルタイム」 
 基礎・基本の定着のために、毎週金曜日朝の時間に位置づけ、担任が実際につい

て指導にあたる。学年毎に作成した「聞く・話す力」はもちろん、「漢字・計算」

の定着を図ることを中心にすえる。 

(4) 国際理解（英語活動）学習 
 ＮＨＫの番組を活用したり、ＡＬＴとの学習により、楽しみながら英語にふれる

活動を工夫していく。低学年は、裁量の時間で「外国人とふれあうこと」をめあて

に行い、高学年は、英語の時間で長井市のベーシックプランを基本に据えて実施す

る。 

 また、全校で月の歌の中に英語の歌を計画的に取り入れ、集会時に歌っていく。 

(5) 全校読書の時間の設定 
 毎週月曜日と水曜日の朝の時間に設定し、読む本の吟味をしながら、読書への興

味・関心を高めると共に一日の生活が落ち着いてスタートできるようにする。 

(6) ふるさと学習 
 各学年、地域巡りやふるさとについての講話、教育山への植樹、伝統文化の継承

（獅子踊り）等の活動を行い、ふるさとの良さを知ると共に地域の人々との交流を

積極的に図っていく。また、クラブ活動でも、地域の人を講師として積極的に招き、

人と関わりながらふるさとについて学ぶ活動を展開していく。更に、各学年の親子

行事においても、ふるさと学習に関わる内容を取り入れていく。 
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(7) 「花いっぱい運動」・「一人一鉢運動」 
 きれいな街づくりの一環として、各学年で花を育て、自分たちの街を明るくきれ

いにしようとする態度を育てる。花を育てることを通して、信頼と思いやりの心を

育てる。 

(8) 「長井の心」の学習 
 「長井の心」１０の子ども像のうち、５つを重点ポイントとして位置づけ、教科・道徳は

もちろん、総合的な学習や学級活動、それにＰＴＡを巻き込んだ本校の教育活動全てを網羅

した活動を行っていく。 

１ 長井の人、自然、文化に親しむ子ども 

２ 笑顔であいさつができる子ども 

５ 勉強や運動にねばり強く取り組む子ども 

６ 力を合わせて、よりよい生活をつくる子ども 

９ 本が大好きな子ども 
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平成21年度 教 育 計 画 
長井市立西根小学校 

 

１ 学校教育目標 

『心身ともに健康で、確かな学力をもつ子ども』 
 

☆ 経営の基本構想 

(1)経営構想 
新学習指導要領の理念、第５次山形県教育振興計画、置賜の学校教育指導の重点、「長

井の心」を育む教育方針を受け、学校・家庭・地域の協働基盤を固め、柔軟で創意ある教

育活動を進めることによって、児童が生き生きと活動する、いのちの輝きに満ちた魅力あ

る学校づくりをめざす。 

 

(2)求める子ども像・求める学校像・求める教職員像 

【こんな子どもに】 
① 明るく健康で、たくましい子ども 

② 進んで勉強し、確かな力をもつ子ども 

③ きまりを守り、思いやりのある子ども 

④ ふるさとをよく知り、愛する子ども 

【こんな学校に】…『ぬくもりと元気のある学校』 
① よく遊び、よく学び、夢と希望があふれる学校 

② やさしい笑顔、あたたかい言葉がとび交う学校 

③ 知恵と力を出し合い、地域とともに創る学校 

【こんな教職員で】 
① 心身ともに健やかで笑顔あふれる教職員 

② 子どもの力を引き出し伸ばす教職員 

③ 子どもと、知恵と汗を出し、常に共感する教職員 

④ 専門職として至高なるものを求め、尊敬される教職員 

 

２ 学校経営の方針 
  ｢生きる力｣の育成（学習指導要領）、「いのち輝く人間」の育成（５教振）、「長井の心」

の育成を基底に、本校の自然的・歴史的・文化的・人的環境を活かした教育を推進する。 

 

(1) 『創意』と『自律』による学校経営を推進する。 
① 学校経営に対する全職員の参画意識を高め、育てたい子どもの姿を具体的にイメージし

ながら教育課程の編成にあたる。 

  ② ＰＤＣＡを確実に機能させ、つねに新しい発想を持って教育課程の改善と充実を図る。 

③ ねらい達成に向けた共通理解を大切にし、全職員が知恵を出し合って教育実践を積み上

げる。 

(2) 学力と社会力を高め、生きて働く『知力』（生きる力）を育む。 
① 質の高いかかわりを通した学びから、生きる力を支える確かな学力、豊かな心、健やか

な体の調和のとれた育成を図る。 

 ② 実感・感動・納得の伴う体験活動を重視し、自ら学び自ら考える力の育成と基礎・基本の

確実な定着を図る。 

(3) 保護者・地域と協働し、情報を相互に開き、信頼と期待に応える学校づくりを進める。 
① 情報を相互に開いて共有するとともに、保護者・地域との交流を深めながら、開かれた学

校を構築する。 
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② 保護者・地域・関係機関と連携を密にし、安全・安心な学校づくりや地域づくりに努める。 

 

３ 本年度の重点と具体策 

『心を通わせ生き生き学ぶ、「いのち」輝く西根っ子』の育成 

 
(1) 自他のいのちを大切にし、心身ともに健やかな子どもの育成 

  ① 「いのちの学習」を推進し、自他のいのちを大切にする子どもの育成を図る。 

  ② 基本的生活習慣の確立を図り、生涯にわたり健康的に生活できる子どもの育成を図る。 

  ③ 危機管理や安全指導を徹底し、自己管理能力を高め、校内外にわたり、安全な生活がで

きるようにする。 

  ④ めあてをもって楽しく運動に取り組み、互いに協力して教え合う活動を大切にして、運

動能力や体力の向上を図る。 

  ⑤ 家庭や地域並びに関係機関と協力し、子どもたちが安心して生活できる環境づくりに努

める。 

 (2) 基礎・基本を身につけ、自ら学び、考え、表現する子どもの育成 
  ① まとめと振り返りの場を保障し、基礎・基本をしっかり身につけた子どもを育てる。 

  ② 自力解決の場や受けてかえす交流の場を大事にし、学び合う楽しさを感じさせる授業づ

くりに努める。 

  ③ 自分の考えや思いを表現できる子どもを育てる。 

  ④ 読書の時間を保障して読書好きな子どもを育て、語彙を豊富にするように努める。 

  ⑤ 家庭との連携を図り、家庭学習の仕方を身につけさせ、習慣化を図る。 

 (3) かかわる力を磨き合い、思いやりのある子どもの育成 
  ① 心のこもったあいさつや会釈、相手のことを考えた言葉遣いの指導を進め、好ましい人

間関係づくりを図る。 

  ② 温かな集団づくりに努め、自己存在感や自己肯定感の高揚を図る。 

  ③ 校内外のくらしについての具体的な指導をとおして、規範意識を高め、正しい判断力を

身につけさせる。 

  ④ いたわりや思いやりの心を養い、いのちを大切にする態度を育成する。 

  ⑤ 適切な児童理解ときめ細かな支援をとおして、子ども達の心の安定を図り、温かな関わ

りができる子どもを育成する。 

 (4) 地域のよさを知り、ふるさとに誇りをもつ子どもの育成 
  ① 地域の人々との交流を図ったり、様々な体験活動をとおしたりして、ふるさと西根を誇

りに思う子どもを育てる。 

  ② 地域のごみ拾いや老人福祉施設への車椅子贈呈等、地域に役立つ活動を推進する。 

  ③ 公民館や児童センター等との連携充実を図ったり、学校だよりを地域全戸に配付したり

しながら、開かれた学校づくりに努める。 

④地域の自然・文化・人的な環境を積極的に活用した教育活動を推進する。 

 

４ 今日的課題に対する学校としての考え方と取り組み 
 (1) 「いのちの教育」の推進 
  ① 自尊感情や自己肯定感を育む生徒指導を実践し、自信と意欲をもって学校生活が送れる

ように支援する。 

  ② 教育課程全体の中で推進していくとともに、家庭や地域とも連携を図りながら推進する。 

  ③ 道徳教育を充実し、教育活動全体をとおして、自他を尊重する思いやりの心を育てる。 

  ④ 栽培活動や飼育活動をとおして、生命に対する畏敬の気持ちを育てる。 

⑤ 家庭や地域と連携しながら「朝のにこにこあいさつ運動」や下校指導を行う。 

(2) 「わかる授業」の推進 
① 新学習指導要領の趣旨をふまえ、知識・技能の習得と活用（思考力・判断力・表現力等）
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の育成のバランスを重視して確かな学力を育成する。 

  ② 毎時間のねらいを明確にした授業づくりを推進する。 

  ③ 指導と評価の一体化を図り、指導方法の改善に努める。 

④ ＴＴ指導や個別指導の充実を図り、一人一人の学力の定着・向上に努める。 

(3) いじめ・不登校・問題行動の未然防止の推進 
  ① 毎週火曜日の放課後に児童理解の時間を設定し、教職員間の情報交換を密にすることで、

全教職員共通理解のもと子どもを見取り、対応にあたるようにする。 

  ② 校内研修に児童理解や特別支援教育の研修を計画的に位置づけ、いじめ・不登校・問題

行動の未然防止に努める。 

  ③ 気になる子どもや欠席した子どもには電話をしたり、家庭訪問や保護者との懇談をした

りして未然防止に努める。 

  ④ 子どもの声を拾い上げる手立てとして、「心のアンケート」や「子どもと語る会（お話

タイム）」を実施し、未然防止に努める。 

 (4) 危機管理体制の確立 
  ① 全職員の危機管理意識を高めるとともに、「水泳中の事故への対応」「避難訓練」等の

危機管理対応マニュアルを整備し、計画的に危機対応訓練を実施する。 

  ② 緊急連絡体制の周知を徹底し、的確に機能するように努める。 

  ③ 週１回全校一斉下校日を設定し、通学班毎に集合した後、登下校や校内外での安全につ

いて全体指導し徹底を図る。 

  ④ 毎月２２日（休日の場合は前日か前々日）を「いのち安全の日」と定め、必ず「いのち」

と向き合う時間を確保し、自他のいのちを大切にする心の育成を図る。 

⑤ 施設設備や遊具の安全点検を定期的に実施し事故の絶無に努めるとともに、清掃時間を

使って子どもと一緒に実施することにより、危機管理能力を高める。 

  ⑥ 「西根安全パトロール隊」や「こども１１０番連絡所」等との連携を図る。 

  ⑦ 家庭や地域と連携して作成した「西根安全まっぷ」を活用し、事故防止に努める。 

 (5) 健康・体力づくりの推進 
  ① 教科体育の充実を図るとともに、毎週木曜日の「全校運動」の取り組みをとおして、運

動の特性に触れる楽しさを味わわせ、めあてに向かって意欲的に運動に取り組む子ども

を育てる。 

  ② 「早寝、早起き、朝ご飯」を奨励するとともに、家庭と連携しながら望ましい生活リズ

ムの確立に努める。 

  ③ 「心を育む学校給食週間」の取り組みをとおして、食育指導の推進を図る。 

 (6) 開かれた学校づくりの推進 
  ① 学校だよりを毎月１回西根地区全戸に配付し、学校や子ども達の様子を知らせるととも

に、地域の声も吸収できるよう工夫する。 

  ② 西根教育連合会の会合や西根教育の村の事業への参加・協力をとおして、地域の声を広

く拾い上げ、学校経営・運営に生かすようにする。 

③ 各教科・総合的な学習の時間・クラブ活動等へ、地域の教育力を積極的に取り入れてい

くようにする。 

 

５ 特色ある教育活動の展開 
(1) 葉山登山 

ふるさと学習の一環として、登山をとおして自然に親しませながら心身を鍛えるととも

に、集団行動力を高め、生きる力の育成を図る。また、保護者への参加も呼びかけて、親

子のふれあいの場とする。 

(2) 校内スキー大会 
自然環境をいかしたスキー学習の発表の場を設定し、生涯を通じてスキーを楽しもうと

する態度を育成する。 
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(3) 「いのちの教育」に取り組む週間 
学期に１回計３回の強調週間を位置づけ、ねらいを明確にして、全校一斉に「いのちの

教育」に取り組む。 

(4) 「いのち安全の日」 
毎月１回、子どもとともに「いのち」について考える日を設け、自尊感情の育成や危機

管理能力の向上を図る。 

(5) 全校一斉下校 
下校時の安全に配慮し、毎週水曜日を全校５時限で計画して、全校生がいっしょに下校

できるようにする。その際、タイムリーな安全指導や生活指導を行う。 

(6) 「ぐんぐんタイム」 
火曜日の放課後に２０分間の学力向上の時間を設定し、個別指導を重視しながら、基礎

・基本の定着を図る。 

(7) 「やまびこタイム」 
木曜日の朝の活動に位置づけ、各学年ごとに音読・群読や暗唱に取り組み、張りのある

声で発表する力をつけるとともに、声を合わせて読む楽しさを味わわせる。 

(8) 「English Day」 
毎週火曜日を「English Day」に設定し、朝の健康観察や授業等で意識して英語を使う

ようにする。メニューを作成して、使う英語を共通理解しながらすすめる。 

(9) 「共遊の時間」 
毎週１回、担任と全児童との共遊の時間を設定し、外遊び等をとおして、子どもの心と

体の解放と、児童理解に役立てる。 

(10) 体力づくり 
「たくましく生きる西根っ子」の育成をめざし、週１回全校運動を実施する。定期的に

学年にこだわらない班編成とし、異学年同士の交流を図る。 

また、ＰＴＡの保健体育部が中心となり、親子で学年に合わせた体力テストを実施した

り、なわとび運動を奨励したりして、健康づくりに役立てる。 

(11) 全校読書や親子読書 
子どもと教職員が共に読書に親しんだり、子どもに読み聞かせをしたりして、落ち着い

た１日のスタートを切らせるとともに、効果的な読書指導や生徒指導に生かすようにする。

また、ＰＴＡ活動の一環として、親子で読書に親しむ取り組みをとおして、親子のふれあ

いのきっかけとする。 

(12) 伝統文化の継承 
縄文太鼓の演奏をとおして、西根の良さを感じ取らせる。４学年の「総合的な学習の時

間」を中心としながら、他学年の希望者とともに縄文祭りでの演奏に参加する。 

また、けん玉や将棋を通し、地域の人と交流したり楽しんだりする。 

(13) 安全体制づくり 
「西根安全パトロール隊」への隊員募集を西根地区全戸に呼びかけ、地域ボランティア

を募り、子ども達の登下校の安全確保に努める。 

(14) ＰＴＡとの連携 
各家庭で子ども達にお手伝いを奨励する活動を取り入れたり、「朝のにこにこあいさつ

運動」週間（年間３回実施）を位置づけたりして、家庭とともに健全な子どもを育成する。 



平成21年度 ｢長井市の教育｣ 

-26- 

平成21年度 教 育 計 画 
長井市立平野小学校 

 

１ 学校教育目標 

かしこく   やさしく   たくましく 
 

(1) ものごとを正しく深く考える子ども 

(2) 健康で明るくたくましい子ども 

(3) 豊かな心をもち、みんなで協力する子ども 

(4) 責任を持って、まじめに働く子ども 

(5) 礼儀正しく、きまりを守る子ども 

 

２ 学校経営の方針 
 山形県第５次教育振興計画を受け、第４次長井市総合計画を基盤とし、課題を整理して、平

成２１年度教育課程を運営する。 

(1) 目的意識を持ち、覇気のある児童をめざして「かしこく、やさしく、たくましい」児童の

育成に向け、重点を具体化して推進する。 

(2) 基礎・基本の徹底を学習の重要課題と位置付け、「分かる授業」の一層の授業改善を図り、

確かな学力を身につける教育活動に努める。 

(3) 集団活動における一人ひとりの活躍の場を保障し、所属感や自己有用感を感得させるとと

もに、子ども同士の温かい人間関係と教師との信頼関係を大切にした活動を仕組む。 

(4) 危機管理意識を高め、自動自らに「自分の身は自分で守る」という意識の涵養を図るとと

もに、家庭や地域、関係団体と緊密な連携を図りながら、安全で安心できる学校、安定した

学校づくりを推進する。 

(5) かかわりや生き方指導を通し、「長井の心」を育成する経営にあたる。 

 

 

 

 

 

 

 

               元気で信頼される平野小 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びが楽しい学校 学びが楽しい学校 めざす学校像 かかわりが楽しい学校 

(1)基礎学力(基礎的な知識

技能)と基礎･基本(各教

科等の目標と内容)の定

着をはかり、表現力の育

成に努め、｢学ぶ意欲｣を

育成する。 

(2)健康･安全指導に努め、

｢いのち｣を大切にし、た

くましい心と身体を育成

する。 

(1)基礎学力(基礎的な知識

技能)と基礎･基本(各教

科等の目標と内容)の定

着をはかり、表現力の育

成に努め、｢学ぶ意欲｣を

育成する。 

(2)健康･安全指導に努め、

｢いのち｣を大切にし、た

くましい心と身体を育成

(1)子ども同士や子どもと

教師の信頼関係を保ち、

認め合い、励まし合いを

通して、存在感を大切に

する。 

(2)広くかかわりの場づく

りに努め、他を思いやる

言動がとれるようにす

る。 

かしこい子ども 

めざす子ども像 

やさしい子ども たくましい子ども 

問題に気づき、よく考え、自

分の判断で的確な行動がとれ

る子ども 

仲間と笑顔でかかわり合い、

思いやりの言動がとれる子ど

も 

自他のいのちを大切にし、健

康と安全に気を配り、がんば

り抜く子ども 
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３ 本年度の重点と具体策 

＝重点１＝ 

わかる授業と 

 学びの充実 

１ ｢わかって楽しい｣｢学びが楽しい｣授業改善と学ぶ意欲を高め

る授業づくりに努める。 

(1) 少人数指導、Ｔ･Ｔ指導の良さを積極的に生かし、基礎学力、

基礎･基本の定着に努める。 

(2) 表現・交流力を育成し、｢考える力｣｢伝え合う力｣｢コミュニ

ケーション力｣を伸ばす授業の創造に努める。 

(3) コンピュータを活用し、学ぶ意欲や情報活用能力を高める。 

２ 道徳の授業を充実し、自己を見つめたり相手の気持ちを考え

たりする思いやりの心を育成する。 

３ 体験活動を積極的に取り入れ、｢総合的な学習の時間｣の充実

を図る。 

 

＝重点２＝ 

｢いのち｣の教育と 

 心を育む活動の推進 

１ 自分を大切に思える気持ち(自尊感情)や自己肯定感を育成す

る｢いのちの教育｣を推進する。 

２ 積極的な児童理解と教育相談の充実に努め、子どもの困り感

や行動の変化を敏感に捉える、予防的対応ができるようにする。 

３ 自主的な児童会活動を推進し、一人ひとりの活躍の場を保障

しながら、所属感や自己有用感を図る。 

(1) あいさつ運動の継続と推進を図る。 

(2) にこにこ(よいことサポート)運動の継続と推進を図る。 

 

＝重点３＝ 

健康・安全と 

 体育活動の推進 

１ 基本的生活習慣や生活リズムの改善、望ましい保健習慣の育

成を図る。 

２ 危機管理意識を高め、｢自分の身は自分で守る｣という意識の

涵養と対応訓練を行う。 

３ めあてを持ち、意欲的に運動に取り組む習慣を育成する体育

活動を推進し、体力・運動能力を高める。 

 

＝重点４＝ 

かかわりを深める 

 学校づくりの推進 

１ 学校から地域へ、地域から学校への地域間双方向の情報交流

に努め、開かれた学校をめざす。 

２ 保護者を含めた学校評価を充実し、学校経営の改善を図る。 

３ 各教科や総合的な学習の時間等において、地域の教育力を積

極的に生かすとともに、地域の方々との交流力を高める。 

４ 家庭や地域、関係団体との連携による危機管理体制を整備し、

校内外の安全指導と事故防止の徹底を図る。 

５ 児童センター、公民館、地域等と情報交換を密にし、学校力

を高めていく。 

６ あいさつや言葉づかいを通して、かかわりの精神を育む。 

 

４ 今日的課題に対する学校としての考え方と取り組み 

(1) めざす子ども像を具現化する教育課程の編成 
① 子ども、地域の実態から、良さや課題を的確に捉え、教育課程の改善・充実を図り、よ

り良い指導が行き届くように編成し運営する。 

② 保護者や地域と連携を図りながら、積極的な情報の発信と収集に努め、双方向に開かれ

た学校づくりに努める。 

③ コミュニケーション能力の育成に向け、横断的・総合的に取り組む。 

 

(2) “的確な学力”と生きる力の育成 
① 一人ひとりを生かす、楽しい授業改善に努める。 
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② 少人数指導、Ｔ･Ｔ指導の良さを積極的に生かし、確かな学力の育成に努める。 

③ 学期毎の学力充実期間では、全職員で学力を高める手立てをとり指導する。 

④ 道徳指導を充実させ、思いやりの心を育む。 

 

(3) いのちを大切にし、心豊かでたくましい児童の育成 
① ｢いのちの学習｣を通し、自他共に大切に思う心を育む。 

② 運動の特性に触れさせ、できる・のびる・賞賛される楽しさを十分に味わえる授業づく

りに努める。 

③ スポーツテストの結果をもとにつけたい力を明確にし、めあてを持って取り組む体育活

動、体力づくりを推進する。 

④ 読書活動や体験活動を通して、感性豊かな児童の育成に取り組む。 

 

(4) いじめ、不登校の防止と特別支援体制の充実 
① 個に応じた生徒指導を重ね、保護者との連携を密にしていく。 

② 毎週の職員打合せ時に児童理解の場を設定し、全職員が共通理解にたって指導に当たる

ようにする。 

③ 潤いのある学習環境と思いやりの言葉が響き合う、あたたかい学級づくりを進める。 

④ 特別に配慮を要する児童への指導･支援を、計画的に実施する。 

 

(5) 開かれた学校づくり 
① 児童・全保護者への学校評価アンケートを実施し、学校経営の改善に努める。 

② 保護者の意見や要望に対し、児童の立場に立って早急に対処し、改善する。 

③ 学級だより・学校だより・ＰＴＡ広報誌の配布、保護者説明会、地区の諸会議・会合等

で「学校の今、子供たちの今」を説明し、地域と共に歩む学校をめざす。 

④ ｢地域の学校づくり推進会議｣を開催し、学校課題の達成や克服をめざす。 

 

(6) 教職員の危機管理意識の高揚 
① 事前察知予知能力の感性向上と、予防的対応、安全教育・事故防止教育を徹底する。 

② 不審者に対するシミュレーション訓練と研修を実施、意識の涵養を図る。 

③ 信用失墜行為の撲滅と情報管理の徹底に向け、校内倫理向上委員会の機能向上を図る。 

④ 公私ともに、教職員としての使命感と責任感を持って取り組む。 

 

５ 特色ある教育活動 「平野の地域力を生かした教育活動」 

(1) 豊かな自然とのかかわり 
○ 学校実習田、学校園を生かした、レインボーもち米、野菜づくり。 

○ 野川の水質調査 

 

(2) 歴史、文化、風俗、習慣とのかかわり 
○ 平小獅子踊りの技と心の継承 

 ５月２３日(土)  ながい黒獅子まつり    ６年生 

 ５月２５日(月)  創立記念公演       ６年生 

１０月２７日(土)  学習発表会        ５年生 

１１月 ５日(木)  寿泉荘公演        ６年生 

１２月１１日(金)  庭固め・引き継ぎ式  ５・６年生 

 

○ 平小獅子踊りの原点「平山獅子踊り」の歴史についての調べ学習 

○ 総合的な学習の時間における、地域の歴史・文化の調べ学習 

○ ｢暁登山｣ …… ６月中旬早朝、親子で熊野山登山を行い、ふるさとの豊かさを味わう。 
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(3) 人との温かい交わり 
○ ｢小さな親切運動推進校｣(あいさつ運動推進学校)の指定を受け、学校・家庭・地域が協

力し合って取り組んでいく、明るいまちづくりの推進 

○ 毎週木曜日、子ども同士のふれあいタイム …… 兄弟学級交流、運動選択制交流、全校

集会など 

○ ｢地域の学校づくり推進会議｣を中核とした地域の先生による学習支援 

・田んぼの先生 …… ５年生米づくり 

・畑の先生 …… 各学年 

・母親委員会 …… 毎月１回 

・学校ボランティア …… 毎月第３木曜日 

・キャリア教育 

 

(4) 未来とのかかわり 
○ ＰＴＡ地域保全事業と連携を図り、子どもたちでできる、より良い地域づくりの実践を

推進していく。 

○ ｢いのちの教育｣の推進 …… よりよく生きるためのコミュニケーション能力向上 

○ ボランティア活動 …… 福祉施設訪問、クリーン作戦、募金活動 

○ ｢安全指導｣ 

・平野地区安全推進連絡会議との連携 

・毎週水曜日「安全下校の日」制定 

・不審者対応避難訓練の実施 

○ 基礎学力の定着 

・全校テスト(漢字・計算テスト)の実施 

各学期１回、練習期間を設定 

・毎週月曜日、水曜日の8:25～8:40の１５分間 「ドリルタイム」 

・毎週金曜日 8:25～8:40の１５分間 「全校朝読書」 

 

 

 



平成21年度 ｢長井市の教育｣ 

-30- 

平成21年度 教 育 計 画 
長井市立豊田小学校 

 

１ 学校教育目標 
                  

 

                心やさしく 人のために役立つ子ども 

                よく学び 力を高めていく子ども 

                すこやかで 力いっぱい活動する子ども 

 

 

 

 

（１）めざす学校像    「明るく楽しい学校」 
① 明るくさわやかなあいさつが交わされる学校 
② 温かな心の通い合いがあり、子ども一人一人が大切にされる学校 
③ 意欲や積極性を引き出し、子どもたちに達成感や満足感を与える学校 
④ きまりや約束をしっかり守り、規律ある学校 
⑤ 校舎内外の清掃や整理整頓が行き届いている学校 

（２）めざす教師像 
① 教育公務員としての自覚を持ち、意欲と責任をもって、職務に専念する教師 
② 授業改善を図ったり幅広い教養を身につけるなどして、自ら研修を深める教師 
③ 子どもと心を通わせ、温かい愛情を注ぐ教師 
④ 学校や児童が抱える課題を的確に把握し、力を合わせて子どもの変容をめざす教師集団 

（３）めざす子ども像 
① 明るくさわやかなあいさつができる子ども 
② 思いやりの心を持ち、誰とでも仲良くできる子ども 
③ めあてを持ち、進んで学び、深く考える子ども 
④ 苦しさに負けない心と体を持ち、健康でたくましい子ども 
⑤ きまりを守り、正しい行いができる子ども 

 

２ 経営の方針 
（１）「いのちの教育」と「長井の心」を育むことを教育活動全般にわたって展開し、「いのち」

を大切にする心や、長井（地域）の自然・人・文化・歴史と自分との関わりについて考えさ

せる教育活動を展開する。 

（２）学校や教師の特性を生かし、子ども一人一人に「生きる力」（確かな学力・豊かな人間性

・健康と体力）を身につけさせるため、創意あふれる教育活動を展開する。 

（３）他者への思いやりの心を持ち、規範意識に基づいた行動ができる子どもを育てるために、

道徳特別活動、その他の活動を充実させる。 

（４）子どもたちの日々の変化を敏感にとらえ、一人一人を温かく迎える学級づくり・学校づく

りを推進する。 

（５）開かれた学校をめざし、職員同士の情報交換を密に共通理解を図るとともに、学校・家庭

・地域との連携を深めてその融合を図る。 

（６）危機管理体制を確立し、常に危機意識を持ちながら、子どもの安全を守るよう努める。 

（７）施設設備の管理の徹底とその活用を図り、教育環境全体にわたって、その充実に努める。 

 

よ
い
日
本
の
子
ど
も 

よ
い
地
域
の
子
ど
も 

ゆたか豊田小学校の子ども 

たのもしい長井市の子ども 
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３ 本年度の重点と具体策 
重点１ 自然・人・文化・歴史などとの体験的な関わりを通して、「豊かな人間性」を育む教

育活動の充実を図る。 
① 意図的・計画的に「長井の心」

を育む教育実践を展開し、長井

（郷土）への誇りを持たせるとと

もに、自分の生き方を考えさせる

ようにする。そのために、「長井

の心」１０の子ども像」を具体的

な目標として子どもたちにおろ

し、日々の実践活動に結びつける

ようにする。 

② 自分のよさを自覚させ、他者と

のかかわりの中で互いのよさを

認め合う活動を推進する。 

③ 生徒指導の三機能（自己決定・自己存在感・共感的人間関係）を生かし、人間的な触れ

合いのある温かな学級づくり・学校づくりを進める。 

④ 学級活動・児童会活動・クラブ活動・学校行事等を通して、自主的・創造的な子どもを

育てるための具体的な指導を工夫する。 

重点２ 子ども同士が互いに学び合う授業づくりを進め、確かな学力の向上を図る。 
① 問題解決的な学習の充実を図り、学ぶことの楽しさと成就感を体得させる。 

（例）国語科：多様な読み方を取り入れ柔軟で論理的な思考活動が展開される授業 
   算数科：既習事項を生かし、実生活の場面に活用する力を図る授業 

② 体験的な学習活動や観察・実験・操作活動を取り入れた学習活動を展開することで、思

考力・判断力・表現力等の育成を図る。 

③ 学力の実態を的確に把握し、基礎的・基本的な知識・技能の習得を図る指導を工夫する。 

④ 読み聞かせや読書活動を推進し、深く考える力、豊かな心の育成を図る。 

⑤ 家庭と協力して、家庭学習を含めた学習習慣の確立を図る。 

重点３ めあてを持って主体的に健康づくりに取り組むことができるようにする。 

① 運動の特性にふれさせ、楽しさを味わわせることができる教科体育を実践する。 

② つけたい体力を明確にし、主体性を持たせた体力づくり（教科外体育）を推進する。 

③ 「いのちの学習」「薬物に関する教育」の充実を図り、いのちを大切にする心を養う。 

④ 生活リズムを整え、明るく健康な生活を送らせるための指導を推進する。 

⑤ 危機管理マニュアルを整備して、学校内外における危機管理体制を構築する。 

 

４ 今日的課題に対する学校としての考え方と取り組み 

（１）「長井の心」を育む教育を、教育活動全般にわたって推進 
 児童が「いのち」を輝かせ、生き生きとした表情で「学校が楽しい」と言えるような教育

実践を積み上げていく。今年度は、特に「長井の心」の育成を中核としながら、こうした子

ども達を育てていきたいと考える。 

 例えば学校研究では「ながいの心」の①③④⑥を柱に、自他を尊重し合って関わり合うこ

とを大事にしながら学習を進めていく。また、総合的な学習では、「人」や「自然」「文化」

を地域の人と関わりながら体験を通して学び、自分の思いをしっかりともつことができるよ

うにしていく。          ＜地域に伝わる偉人・伝統文化・自然・環境等々＞ 
 さらに、ＰＴＡとも協力しながら、「本を読むことが大好きな子ども」を育てるべく、様

々な活動を取り入れながら進めていく。   ＜朝読書・読み聞かせ・一日読書の日設定＞ 

（２）わかる授業づくりをめざした授業改善を推進 
 基礎・基本の確実な定着のために、１時間の中で大事にする共通実践項目を確認し合って

授業に臨む。            ＜めあて・重要語句・まとめが明確になった板書＞ 

「長井の心」 １０の子ども像 
① 長井の人、自然、文化に親しむ子ども 
② 笑顔であいさつのできる子ども 
③ ありがとうといえる子ども 
④ 思いやりをもって行動する子ども 
⑤ 勉強や運動にねばり強く取り組む子ども 
⑥ 力を合わせて、よりよい生活をつくる子ども 
⑦ 自分のいのち、みんなのいのちを大切する子ども 
⑧ きまりを守って、行動する子ども 
⑨ 本が大好きな子ども 
⑩ 夢をもって、努力する子ども 
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 また、書く活動や交流活動を必ず取り入れながら、「自分の考えをもつ」「友達の考えから

学ぶ」ことを大切にして力をつける。その際、個々に関わる児童の支援計画を明確にもち、

１時間の中で力をつけることをめざしていく。そして、ドリル学習による積み上げ、「クラ

スタイム」を活用した個別指導なども継続して進めていく。 

（３）コミュニケーション能力を身に付ける場づくり  
 授業の中に交流する場面を設定し友達の考えのよさを学んだり、異学年交流を通して、上

学年と下学年とのコミュニケーションの場を数多く設定したりしながら育成していく。心を

開放し「進んで」「笑顔で」話すことをめざしていく。   ＜日常授業・縦割り活動＞ 
 

５ 特色ある教育活動の展開 

「いのちの教

育」の推進 

○ 自分や仲間の存在の大きさを理解させ、自他の生命を大切にしよ

うとする心を育てるために、「いのちの教育」を推進していく。７

月、１２月の参観日のいずれかに、学活や道徳などの授業を行い、

家庭への啓蒙を図る。 

○ 体験活動を通し、思いやりと感謝の心を育むために、食農教育を

総合的な学習の時間や教科と関わらせながら進めていく。 

読書活動 ○ 読書を通して豊かな心を養い、言葉に親しむことをねらいとして

力を入れて取り組んでいく。 

  ・月、金曜日→ 朝の１５分を全校読書（月曜日は教師も共に） 

  ・１１月２０日→ 一日読書 

○ 月１回（金曜日）ＰＴＡ母親サークルの方々による読み聞かせ 

○ 親子読書、家庭での読書の奨励 

ふるさと学習 ○ 米作り：５年生を中心にして稲作に取り組み、田植え、稲刈りの

体験や、農事暦作り、観察学習を継続して行い、農業の大切さやふ

るさとのよさを実感させる。（総合的な学習） 

○ 豊田少年少女河井獅子踊り：郷土芸能のひとつにクラブ活動の一

環として取り組み、伝統文化に親しませる。創立記念式や地区文化

祭等、発表の場を設ける。 

英語活動 

（５，６年：外

国語活動の導

入） 

○ １，２年は裁量の時間を、３，４年は総合的な学習の時間の「国

際理解教育」の一環として英語活動に取り組む。英語を用いて積極

的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成していく。 

○ ５，６年生は、「外国語活動」として３５時間を位置づけ、ＡＬ

ＴとＨＲＴによる授業やＨＲＴ単独の授業を行う。市のベーシック

プランや英語ノートの活用を図りながら、計画的に進めていく。 

縦割り学級によ

る活動 

○ １，６年、２，４年、３，５年の兄弟学級をつくり、異学年での

交流を通して豊かな心を養う。（学級花壇や菜園の経営・なかよし

タイム・給食等々を通して縦の絆を強める） 

○ 全校生縦割りによる交通安全通学班（月初めの中間休みの通学班

会）や、「心を磨く清掃班」を編成し、仲良く協力して目標の達成

をめざしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

長 

 

 

井 

 

の 

 

心 

 

を 

 

育 

 

む 

 

教 

 

育 

全校ボランテイ

ァ活動 

○ 青少年赤十字加盟７年目を迎え、一層奉仕の心を高め進んで活動

できるようにしていく。 

  ７月→ ボランテイァ活動  １１月→ クリーン活動 

  この他にも、空き缶集めや募金活動等委員会を中心にして行って

いく。 
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平成21年度 教 育 計 画 
長井市立伊佐沢小学校 

 

 

１ 学校教育目標 
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）求める学校像 
 

 

 

 
      明るい学校・・・さわやかな挨拶と対話  みんな仲よし  思いやり 

      元気な学校・・・進んで勉強・交流    ねばり強く  たくましい心と体 

      きれいな学校・・よく働く  責任感強く清掃    花と緑でいっぱい 

 

（２）求める教師像 
  ① 子どもと共に歩み、子どもの力を伸ばす教師 

  ② 日々研鑽に励み、向上心のある教師 

  ③ 保護者・地域と連携し、信頼される教師 

  ④ 教育公務員としての自覚と使命感のある教師 

 

（３）求める子ども像 ～「長井の心」を体現する子ども像～ 

   い … 「いのち」を大切にし、思いやりあふれる子ども 

   さ … さわやかな会釈と、元気な挨拶を交わす子ども 

   ざ … 斬新な発想を持ち、たくましい心と体を育む子ども 

   わ … わがふるさとを愛し、他人との関わりを大切にする子ども 

 

 

 

 

 

 
 上記、子ども像に関して一層具体的な姿を設定し、「自己肯定感」（自尊心）を育てる

ため、「対話」と「交流」を重点に掲げて追求する。 

また、１年間を見通して経営・教育活動を「出会い」「挑戦」「発展」「充実」の４期に

設定し、めあてと見通しを持たせながら「うねり」と「勢い」が学級にもいきわたるよう

にする。 

 

２ 学校経営の方針 
(1) 新学習指導要領の移行措置、第５次山形県教育振興計画の「いのちの教育」・やまがた教

育「Ｃ」改革、また、平成２１年度長井市の教育方針の「長井の心」の趣旨を受け、本校の

教育課題を明確にしながら本年度の教育課程を編成、実施する。 

 

「明るい学校」「元気な学校」「きれいな学校」 
 

学校教育目標 
（１）仲よく、思いやりのある子ども 

（２）進んで、よく勉強する子ども 

（３）ねばり強く、たくましい子ども 

（４）責任感強く、よく働く子ども 

 

 

対 話                 交 流 

自己肯定感 

 自尊心 
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(2) 小規模校のよさを生かし、子ども一人一人に知・徳・体の調和した「確かな学力」、「生

きる力」を育てる指導に努める。 

(3) 安全で安心感のある教育環境づくりに努め、児童の活動意欲と自己管理能力の育成を図る。 

(4) 地域の自然や文化を生かした教育活動を展開し、感動ある体験活動を通して、豊かな心と

感性を育む指導に努める。 

(5) 家庭と地域との連携を大切にし、信頼される学校づくりに努め、元気な学校づくりを進め

る。 

 

３ 本年度の重点と具体策 

【学習指導】 
重点１ 「自ら学ぶ力」につながる基礎・基本の確実な定着 
＜具体策＞ 

（１）新学習指導要領の移行措置の趣旨・内容に基づいた指導方法の改善 

① 移行措置の教材研究、児童の実態に合った指導法の研究を行う。 

② 基本的な授業の流れを確認し、実践する。 

③ 定着のための習熟の場を設定する。 

④ 「活用する力」を場を取り入れた授業を構成し、実践する。 

⑤ 家庭での学習習慣を身につけさせる。 

（２）「対話」と「交流」を意識した授業づくり 

① 授業のねらいにつながる「対話」と「交流」の場を設定する。 

② スキルを使った「対話」の繰り返し指導を行う。 

③ 校内研究の推進と研究の日常化を図る。 

重点２ 「いのちを大切にする心」、「豊かな心」などの『長井の心』を育む育成 
  ＜具体策＞ 

（１）「いのち」を体感させ、思いやりの心を育む指導 

    ① 一人一人を大切にし、自尊感情を育む学習指導を心がける。 

    ② 心に響く道徳教育の充実を図る。 

（２）読書を通した豊かな心を育む指導 

    ① 良書にふれる機会を増やし、読書意欲を高める環境を整備する。 

    ② 学年の発達段階や個々の実態に応じた計画的な読書指導を推進する。 

    ③ 異学年での読み聞かせを奨励し、交流を図る。 

重点３ 地域教材・人材を活かした体験学習、国際理解教育の推進 
＜具体策＞ 

（１）地域との関わりを深め、地域を大事にしようとする「長井の心」の育成 

   ① 母校の歴史を学び、伝統文化を継承する。（「少年少女念仏踊り」３１年目） 

   ② 先人の残した足跡、歴史の学習を通し、地域の良さを学ぶ。 

 （２）ＡＬＴとの交流を通して、豊かな国際感覚を身につける指導 

    ① 学年の発達段階に応じたＥタイムを計画し、実践する。 

    ② 英会話や外国の文化を学ぶ、ＡＬＴとの交流を推進する。 

【生活指導、保健安全・体育指導】 
 重点１ 「思いやりの心」を持って関わり合う『長井の心』の育成 
 ＜具体策＞ 

（１）礼儀正しく、思いやりの言葉や行動を身につけた子どもの育成 

① 「あいさつ運動」の指定を活かし、明るく元気な挨拶やさわやかな会釈ができる

子どもを育成する。 

② 相手の気持ちを考えた言葉遣いに対する意識を育てる。 

（２）よりよい生活をめざして、主体的・自主的に活動できる場の設定 

        ① 学級会・代表委員会、児童会総会などの話し合いの場において、めあて意識の持
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たせ方、意見の交流のさせ方を工夫し、指導する。 

        ② 習慣化の図れる具体的な生活目標を設定し、支援や見届けを行う。 

    ③ 生徒指導三機能（自己存在感・共感的人間関係・自己決定）を活かした適切な支

援を行う。 

（３）互いに認め合い、励まし合いながら共に活動できる場の設定 

① 各種行事や縦割り班活動を通して、役割と協力の大切さを自覚させ、その喜びや

充実感を味わうことのできる場を保障し、振り返りのさせ方の工夫する。 

② 縦割り班活動を通して、積極的に異学年同士の心の交流を図る。 

（４）問題の早期発見と全職員の共通理解のもとでの指導 

① 一人一人を大事にし、温かく開かれた学級・学校づくりを工夫する。 

② 児童理解のための職員研修会と週１回の打ち合わせ時間を設定する。 

③ 「心のアンケート」や教育相談を行ったり、保護者との面談を行い児童理解や指

導に活かす。 

重点２ 「いのち」を大切にし、たくましい心と体をつくる指導の充実 
＜具体策＞ 

（１）運動に親しみ、たくましい心と体をつくろうとする子どもの育成 

① 教科体育を充実し、学年相応の基礎的な運動能力を身につけさせる。 

② 校外行事の参加に向けて、全校体制で取り組む。 

（２）健康づくりに向けて課題解決に努める子どもの育成 

① 子ども一人一人の健康状態の把握と問題点に対し、的確に対処する。 

② 自分の体に関心をもたせるための健康教育「未来２１学習」を推進する。 

③ 生活リズムを調査し、その結果を効果的に活用する。 

（３）安全に気を配り、自分の命は自分で守ろうとする子どもの育成 

① 教師や子ども達の複数の目による安全点検を実施する。 

② 家庭や地域と連携した安全教育（交通安全・不審者等の防犯等）を推進する。 

（４）きれいな環境の中で生活し、仲間と交流を図りながら、楽しく食事ができる子ども

の育成  

① 楽しい雰囲気の中で正しい食事の仕方を身に付けさせると共に、好き嫌いをなく

し、健康を考えて食事をする態度を育成する。 

② 清掃を通して、集団の中における自分の存在意識を持たせ、責任を果たすことで

成就感を高められるよう支援する。 

【学校環境】 
重点１ 地域と連携・融合した教育環境の整備の構築 
＜具体策＞ 

（１）明るく楽しい学校生活と郷土「伊佐沢」を愛する心の育成 

① 家庭（ＰＴＡ）と連携を図りながら「あいさつ運動」を推進する。（「小さな親

切」運動山形県本部より「あいさつ運動」の指定を受ける） 

② 地域の活動に積極的に参加しようとする子どもを育成する。 
（２）安全・安心な環境の中での、安定した学校生活の創造 
① 交通安全対策や不審者対策等に対して、地域、家庭と連携しながら手立てを工夫

し、未然防止ができるよう対応を徹底する。 

② 子ども１１０番連絡所など、地域と連携を密にし、安全な環境づくりに努める。 

（３）豊かな感性を育む教育環境の整備 

① 地域、ＰＴＡの方の協力を得ながら、花壇や畑等の整備、また、掲示物の点検・

整備に努め、豊かな感性の育成につなげる。（校舎内外の美化） 

② 四季の移り変わりを肌で実感させる活動を工夫する。 

重点２ 学校を活性化させる評価と研究・研修体制の構築 
＜具体策＞ 

（１）学校評価システムの確立 
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① 教職員・子ども・保護者で学校経営評価を推進し、改善につなげる。 
② ４シーズン制を活かした評価、改善サイクルを確立する。 

③ 保護者の願いを受信し、学校の考えの発信の機会を充実する。（保護者アンケー

トの年次的継続による願いの方向性の見い出し） 

（２）教職員の参画意識の高揚  
① 校務分掌１役１人制により、責任の明確化を図る。 
② 指導部会での協同体制により、提案の共有化を進める。 
③ 「教員評価」を積極的に活かし、自己目標に向けて努力することで教職員それぞ

れの学校経営の参画意識の高揚につなげる。 
（３）学校研究と職員研修の充実 

① 学校研究は学校経営の中核であるという認識を全職員で確認し、進める。 
② １人１授業のリレーによる学校研究を進めることで、研究成果の日常的還元化に

努める。 
③ 特別支援教育や少人数指導の研修を通して、一人一人を大事にした授業づくりに

つなげる。 

 

４ 今日的課題に対する学校としての考え方と取り組み 

（１）「いのち」を大切にする教育活動の推進 
① 「いのちの教育」を「長井の心」と連動させ、教育課程全体を通し推進する。 

② 日常の授業を大事にし、温かい学級づくり、集団づくりに努める。 

③ 学校経営で進めている「対話力」を身につけさせることで、お互いにコミュニケーショ

ンができる子どもの育成を目指していく。（やまがた教育「Ｃ」改革） 

④ 「いのちのつながり」に気づかせるために、積極的に地域の教材化に努め、活用する。

（「久保の桜」の樹勢回復作業への参加など） 

（２）「長井の心」を育む教育活動の推進 
① 『「長井の心」１０の子ども像』を職員で共通理解の上、子ども達に下ろし、保護者や

地域に啓蒙していく。 

② 地域挙げての念仏踊り継承に子どもも関わることにより、伊佐沢地区と長井市の文化や

歴史にふれ、そのよさに気づかせていく。 

（３）生きる力を育てる教育課程の編成 
① 自ら学ぶ力の育成 

 新学習指導要領の移行措置の趣旨に基づいた指導内容を子どもの実態に合わせて学ぶ

意欲や学び方が身につくよう重点化していく。 

② 体験活動の場の設定 

 教科の学習、地域・自然体験学習、各種行事、縦割り班の活動などにおいて、自ら考え

判断して行動する場や他と関わり、協調して活動する場を計画的に設定する。 

③ 生徒指導の三機能（自己存在感・共感的な人間関係・自己決定）の意識化と推進を図り、

教育課程全体の中で自尊感情の育成を図る。 

④ 規則正しい生活習慣形成の推進 

 子ども達の生活リズムについて調査し、「早寝・早起き」「朝ごはん」等の生活習慣の

形成に関わって、家庭と連携しながら進めていく。 

（４）確かな学力を身につける「わかる授業づくり」に向けての授業改善 
① 「基礎・基本の力」と「対話」と「交流」を大切にした授業づくりを進める。 

 授業の基本を大事にし、学校研究で進める「対話力の向上」を教育課程全体で推進する。 

② 「わかる授業」の積み上げ 

 子ども達の実態に合わせた教材研究に努め、課題の提示、発問の吟味、板書の工夫など

授業の充実を図る。 

（５）「豊かな心」を育む教育の推進 
① 道徳の授業の充実 
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 「心のノート」の活用や道徳の授業の重点項目を設定し、行事・体験活動・ボランティ

ア活動等と関わらせながら、思いやりや自他を尊重する心を養う。 

② 読書の活用 

 読書を通して自己を見つめ、心の成長が自覚できるような場面や時間を設定する。（朝

読書、いなほ号の活用など） 

③ 地域人材の活用と地域学習の推進 

 地域のよさを知るために地域の方の協力を得て、伝統文化にふれる地域学習を積極的に

進める。 

（６）心身の健康づくりと児童理解への取り組み 
① 定例の健康指導、運動への取り組み 

 月１回の体重測定時に、各学年に応じた保健指導を行うと共に、「保健だより」を通し

て保護者への理解・協力を得ていく。また、毎週木曜日の朝運動において、種々の運動に

取り組ませ体力づくりを推進する。 

② 全職員による児童理解と対応 

 １２名の全職員で７２名の子ども達の生活を見守り、さらに情報を交換しながら指導に

あたる。また、毎週木曜日の職員打ち合せや職員会議の折に児童理解の時間を設け、問題

のある場合には教育相談を機能させたり、迅速な対応を進める。 

（７）危機管理体制づくりの取り組み 
① 下校の安全確保 

 年間を通じて集団下校を実施し、併せて低学年の家庭側による「迎え体制」をお願いし、

整備する。冬期については、地区の住民バスを利用させてもらい、安全を確保する。（特

に遠距離の低学年）併せて、子ども１１０番など、地域の方々の協力で未然防止に努める。 

② 研修会の実施 

 不審者対策の「防犯教室」を位置づけ、児童・職員の危機意識の高揚と対応について実

際の場に活かせるよう研修を行う。 

③ 安全点検の取り組み 

 毎月の定期的な安全点検を職員と児童が一緒になって行い、児童の意識も高めながら校

舎内外の環境整備と事故の未然防に努める。 

（８）学校間の連携の取り組み 
① 中１ギャップへの対応 

 特に６年生について、南中学区の小学校の６年生との交流を計画し、実施する。 

 職場体験（伊佐沢小希望の中学生など）の折、中学生との交流を行う。 

 

５ 特色ある教育活動の展開 

（１）少年少女念仏踊り 
 今年度は創設３１周年を迎える。地域の保存会のお師匠様方にご指導をいただきながら取

り組んでいる。地区の体育祭や老人ホーム訪問で披露すると共に、踊りの由来や意味などを

学習し、地域文化の理解が深まるようにしている。 

（２）親子運動会や朝運動の実践 
 親子運動会として取り組み始めて、今年で３１年目を迎える。親と子が一体となって競技

や応援に取り組み、親子・学校のつながりをより深める場として継続している。 

 朝の運動は、児童会活動と連携し子ども達の自主性を促しながら体力づくりをめざし、特

に縄跳び運動に力を入れている。校内なわとび大会に向けて春から取り組み、その成果を発

表することで、意欲と持久力の育成をめざしている。２月の少年少女なわとび大会にも全校

応援体制で参加している。 

（３）児童会活動におけるボランティア活動・あいさつ運動 
 児童会では「久保桜」周辺や学校周辺道路のゴミ拾い、アルミ缶を集めて車椅子を毎年老

人ホームに寄贈することなどに取り組んでいる。特に、長年念仏踊りを通じて老人ホームへ
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の訪問を継続してきた。 

 また、児童会事務局が中心となってあいさつ運動を進めている。７年目となったＰＴＡの

「あいさつ運動」と連携し校内外で元気でさわやかなあいさつができるように取り組んでい

る。特に今年度は、「小さな親切運動」山形県本部より、「あいさつ運動推進校」の指定を

受け、積極的のあいさつ運動を推進していく。 

（４）「未来２１学習」（性・エイズ教育と生活リズム）の実践 
 本校では８年前から「生命尊重・自己向上・共生」の３つをキーワードとして、「未来２１学習」

取り組んできている。年間１回は参観日に未来２１学習を公開し、保護者の理解を得て学級懇談会

で話題にしながら、性・エイズ教育と生活リズムの実践を具体的に進めていく計画である。 
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平成21年度 教 育 計 画 
長井市立長井南中学校 

 

１ 学校教育目標 － 磨け知性・豊かな心・強い意思 － 
（１） 真剣に学習に取り組み、確かな学力を身につけた生徒の育成 

（２） 郷土を愛し、思いやりの心をもち、共に成長できる生徒の育成 

（３） たくましい気力と体力をもち、自分を律することのできる生徒の育成 

【学校像】 
（１）夢を育てて理想をめざす学校 

（２）創造し未来に進む学校 

（３）勤労の心合わせてひたすらに知識を学ぶ学校 

（４）保護者・地域と共に歩む学校 

【めざす生徒像】 
（１）基礎的な知識・技能を身につけ活用する生徒 

（２）お互いが認め合い高め合う生徒 

（３）規律を守り、リズムある生活習慣を身につけた生徒 

 指標「みそあじうまい」生徒 

 みなり そうじ あいさつ じかん うたごえ まいにち朝ごはん 

【求める教師像】 
 （１）「磨け知性」 専門職として自らの授業を磨く教師 

 （２）「豊かな心」 心を通い合わせ、協働する教師 

 （３）「強い意志」 子どもにしっかり向き合う教師 

 

２ 学校経営の方針 学校づくりキーワード 「心の通い合う学校づくり」 
（１）心を通い合わせ、内・外に開かれた協働の学校づくりを進める 

（２）取り組みを重点化・焦点化して、うねりとリズムのある教育活動を進める。 

（３）経営基盤を学年・学級に置き、生徒指導の三機能（自己存在感・共感的な人間関係・自己

決定）学校全体に浸透させる。 

 

３ 本年度の重点と具体策 
（１）重点１「磨け知性」 基礎的な知識・技能を身に付け、活用できる生徒を育てる。 

①基礎的な知識・技能と活用力がつく「わかる授業」を目指した授業改善を進める。 

②少人数を充実させ、学習意欲の向上を図る。 

③読書指導・応募活動を充実し、表現力を育てる。 

④生活リズムの改善・学習課題の工夫を通して家庭学習の習慣化を図る。 

（学習指導部・保健美化部・ＰＴＡの連動） 

⑤教室・廊下の掲示等「言語環境」を整える。 

（２）重点２「豊かな心」  互いに認め合いながら、高め合う生徒を育てる 

  ①生徒理解に努め、よさを認め励まし、個々の成長をめざす。 

②特別支援教育体制を機能させ、生徒個々の困っている状況に適した指導に努める。 

③学級・学年・生徒会活動を活性化し、歌声が響き、自治意識の高まりをめざす 

④道徳の時間を要に、よりよく生きる力につながる道徳教育を全教育活動で推進する。 

⑤感動ある行事を創造し、有為観や成就感の共有につなげる。 

⑥ラブリー長井やフラワーロード等の体験活動を通して、「長井の心」を育む。 

（３）重点３「強い意志」  自らを律する心や、体力・気力を高める生徒を育てる 

  ①規範意識や節度ある生活習慣の定着を図り、校内外の生活の質を高める。 

  ②「いのち」の学習を充実し、人間尊重の気風を根づかせる。 
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  ③食育と共に「早寝早起き朝ご飯」運動を推進し、心身の健康増進をめざす。 

④教育としての部活動を充実し、共に目標に向かって努力するたくましさを育てる。 

⑤安全点検活動や避難訓練を充実し、安心・安全な学校づくりに努める。 

⑥校内の美化・奉仕活動を通して感性を育む環境づくりに努める。 

 

４ 今日的な課題に対する取り組み 
（１）いじめ・不登校の未然防止への対応 

①別室登校や長期欠席生徒の指導にあたっては、校内担当者を中心に教育相談員、学級担任

や保護者、その他関係機関との連携を一層進め、組織的な指導にあたる。 

  ②カウンセリングマインドに基づいた計画的な教育相談を一層充実させるとともに、日常的

な生徒の変化に気づける職員の感性を磨く。 

（２）地域・関係機関と連携し、薬物乱用防止、情報モラルに関する指導に努める。 

  ①「自立と共生の時間」を中核とした「いのちの学習」の充実を図る。 

  ②「学校家庭地域連携推進協議会」を母体とした行動連携の充実を図る。 

（３）保護者と連携し、生活リズム改善を通してよりよく生きる力を育てる 

①生活習慣、体力の実態把握をもとに生活習慣の改善に取り組む 

②母親委員会と連携し食育の推進を図る。 

③「生徒のライフスタイル改善と体力向上プログラム」を通し、生活課題と学力の関わりを

明らかにしながら課題を重点化した取り組みを推進する。 

④地域と連携した「キャリア教育」を推進する。 

 

５ 特色ある教育活動の展開 
（１）「長井の心」を育む全校ボランティア〈ラブリー長井・フラワーロード〉 

 地域を対象にした奉仕活動や花を育てる活動を展開するとともに、地域との交流を通し

て長井の風致や生まれ育った地域を大切にする心（長井の心）を育む。 

（２）ＰＴＡ活動や関係機関と連動した生活リズムや学習習慣の確立 

 生活リズムや家庭学習習慣、食育の関連を一連のものととらえ、家庭と共通課題として

ＰＴＡ活動と連動した活動を展開させながら子どもの「生きる力」の育成につなぐ。 

また、「生徒のライフスタイル改善と体力向上プログラム」への協力校として、生徒の生

活実態と学力の相関を見る中で課題を鮮明にし、重点的な取り組みを行う。 

（３）自治的な活動を大切にした生徒会決議による取り組み「南中自慢」 

 生徒会が主体となり、生活を見つめ具体的な取組による成果を決議として「南中自慢」

として掲げ誇りにすることで、自浄作用のある生徒主体の自治活動を展開する。 

   ・｢南中自慢｣ ・ライフアップ作戦 ・朝のあいさつ運動とおはようエール ・歌声活動 

（４）自己の生き方を見据えた「キャリア教育」職場体験活動 

 ３年間のスパンの中で、総合的な学習の中核に据え、人の生き方に学び自己を深める活

動を展開する 

・１年生 地域人材に学ぶ活動（地域の方へのインタビューや家業体験） 

・２年生 職場訪問（修学旅行） 

・３年生 地域の中で自分の興味ある職場を訪問し将来の夢を描けるような５日間の職

場体験活動 

（５）心を豊かにし、活用力につなぐ「全校読書」 

 毎週月・水・金の朝に読書の時間を設定し、本に親しみ、落ち着いた１日の生活をスタ

ートさせる。 

 また、月１回程度全校一斉に考えを深める読書資料を読ませ、活用力につなぐ。 

（６）基礎的基本的な知識技能の定着を図る全校一斉テストの実施 

 繰り返し指導や家庭学習を進めるとともに、全校一斉テストを実施し定着を図る。 
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（７）病弱学級・情緒障害学級・知的障害学級を全体で支える特別支援体制の確立 

 特別支援コーディネーターを中心に、特別支援生徒を全校で支える支援体制を確立し、

温かな関わりの持ち、特別支援生徒が安心して生活できる学校づくりを進める。 

（８）不登校の未然防止やＬＤやＡＤＨＤ生徒を支える教育相談体制の充実 

 校内教育相談システム及び別室当校生徒支援体制を確かなものにし、県教育相談員、市

教育相談員、適応指導教室との連携のもと全校体制で課題を持つ生徒の支援を行う。 

（９）地域と家庭と学校をつなぐ「学校、家庭、地域連携推進協議会」と「地域教育懇談会」 

・学校と家庭・地域をつなぎ、同じ視線で子どもを育て具体的な活動を推進するために積

極的な活用を図る。 

   ・「少年非行防止ネットワークきずな」と連動させた「学校、家庭、地域連携推進協議会」

で行動連携を基盤にした具体的な取り組みを行う。 
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平成21年度 教 育 計 画 
長井市立長井北中学校 

 
１ 学校教育目標 

『 たくましいからだとたくましい心で 常に伸びゆく北中生 』 

  １ 心身を鍛え、明るく強く生き抜く生徒 

   ２ 知性を磨き、粘り強く目標実現に努力する生徒 
   ３ 思いやりの心を開き、互いに助け合って成長していく生徒 
   ４ 自分を律し、全体に貢献する生徒 

 

２ 学校経営目標 
(1) 求める生徒像 

   徳 ： 自分の良さが言え、仲間を大事にできる生徒 

   体 ： 健康・体力づくりに取り組み、目標に挑む生徒 

   知 ： 授業を楽しみ、よくわかると言える生徒 

   愛郷心： 地域に感謝し、活性化に貢献できる生徒 

 
  (2) 求める学校像 

  ①中期目標像 

    「美しい学校」 （きれいな学校を継承、言葉・マナー・環境が美しい学校） 

    「魅力ある学校」（生徒一人一人に「自己存在感」と「希望」がある学校） 

    「活気に満ち、力のつく学校」（生徒が「誇り」に思える活動と授業のある学校） 

    ②今年度目標像 

 

           笑顔がつくる「北風（ほくふう）」の学舎 
             ＜挨拶＞＜合唱・応援＞＜ボランティア＞＜委員・係＞＜ふれ合い・言葉＞ 
 
(3)目指す教師像 

 Ⅰ 全人教育の立場で「人」を育てる、確かな力量を持つ教師 

  Ⅱ 親に信頼され、子どもの心に残る、人間力あふれる教師 
  Ⅲ 情熱にあふれ、児童の手本として成長する教師（師弟同行・率先垂範） 

 

 

３ 経営の具体化にあたって 

 

経営テーマ  【 次代を開く風を起こそう 】 

 
(1) これまでの実践状況 
 これまでの安定した経営、特色ある教育活動等、成果を大事にしながら、残された課題、

そして新たな課題を見つめ、より一層の充実を期して、昨年度、新しいスタートを切った。 

自信が育つ「北風（ほくふう）」の学舎 
〈挨拶〉〈合唱・応援〉〈ボランティア〉〈委員・係〉〈ふれあい・言葉〉 
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 学校教育目標により一層迫る取り組みはその一つである。本校は「たくましさ」を掲げて

いるが、昨年度はこれまでの実践の伝統、よさを受け止めながら、その具体的な姿と活動を

明確にしながら、目標値を掲げて全職員で取り組んできた。 

 授業づくりに関しては、基礎基本に加えて活用力、探求力の育成が求められ、学び続ける

意欲を育てることも今後の大きな課題であった。学び合いを視点にした学校研究の推進がこ

れからも大きな手がかりとなる。 

 自尊心は、5教振でも冒頭に掲げられており、いのちの教育の根幹をなすものでもある。

昨年度、その育成の道筋について実践の中で効果的なものが見えてきたことは収穫であり、

目標値に長所を言える生徒が確実に増えてきたことも実践を後押しするものである。一層明

らかにすることが求められている。 

 また、特色ある教育活動としてまちなかデザインプロジェクトが成功を収めたが、明るい

社会を共に形成する担い手として共生の意識づくりには効果的である。この他に伝統として

の運動会、合唱コンクール、部活動、ボランティア活動、そして生徒会活動と、実に大きな

成果を残している。この背景には、生徒の活動として創り上げていくことの大切さを共通認

識している教職員の実践の文化があると考えている。 

 

(2) 目標値の設定 
上記、生徒像に関して一層具体的な姿を設定し、数値目標を掲げて追求する。 

具体的な目標値は、以下の重点各項目で示す。 

 
(3) 経営方針 
① 公立学校として 

ア 学習指導要領、県５教振の重点、市指針(｢長井の心｣の育成)を受け止める。 

イ 学習指導要領における移行措置については文科省提示プラン、市教頭会答申を重視す

る。 

ウ 義務教育の最終学校としての位置づけを念頭に、小中高の接続を重視する。 

②教育活動の内容に関して 

ア 学校教育目標、学校像、生徒像に具体的に迫るものとする。 

イ 自尊心の育成を中核に、友達との明るい生活づくり（共生）をすすめる 

ウ さんさんプランの効果を生かしながら、学力保障を実現する。特に、活用力の育成を

見通した「わかる楽しい授業づくり」を中核とする。 

エ 部活動に真剣に励み、健康と体力づくりに取り組ませる。 

オ 経営の節として感動ある学校行事を計画し、生きる力を一人一人に育てる。 

カ 特別支援教育の本格開始を受け、全教育活動での教育指導の充実を図る。 

キ 教科指導と総合的学習の関連を図り、地域貢献を図る総合的学習「まちなか科」を確

立する。 

ク 長井チャレンジドリームウィーク（ＣＤＷ）を始めとする各学年で取り組む進路指導

・キャリア教育の実践を深め、県進路指導研究協議会を開催する。 

③ マネジメントに関して 

ア 生徒像を明確にして目標値を掲げ、評価、改善をすすめながら、一人一人の生徒にバ

ランスのとれた生きる力を育成する。特にたくましさ「自尊心の育成、確かな学力の形

成、健康作り」を重視する 

イ 経営テーマを設けて今年度を意義づける。・年度末に「伝統」を掲げたい。 

ウ 「うねりと山場」のある、焦点化された年間教育計画に全校で取り組む。 

エ 全職員で校務部を組織し、経営評価を踏まえ目標値達成にせまる。 

オ 前年度の成果と課題を受け止め、勢い、メリハリ、焦点化を視点に教育活動のスクラ

ップ＆ビルドをすすめ、「生徒と向き合える時間」を確保する。 

カ 学校づくりの４視点(詳細後掲)について、一層の充実を図る。 

ⅰ 地域の学校づくり 

ⅱ 信頼される学校づくり 

ⅲ 特色ある学校づくり 
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ⅳ 開かれた学校づくり 

キ 学校評議員制度等、学校関係者評価を取り入れながら経営改善をすすめる。 

④教育環境作り 

ア 校地内の心地よい環境（学校空間、生活空間）作りに努める 

イ 温かい言葉、市民としてのマナーを育てる 

ウ ミッションを追求する教師集団の育成に努める 

エ 教職員評価の効果的な実施を図る 

 

４ 重点と具体策 

(1) 重点１ 教科指導と総合的な学習を中核に＜確かな学力の育成＞ 

＜目標値＞  A 「授業が楽しく、わかると言える生徒」 80％以上 

       B 「夢や目標に向け真剣に努力していると言える生徒」 80％以上 

① 基本的学習習慣作り 

② 「わかった、できた」という思いを持たせる授業展開 

③ ドリルの工夫、少人数指導の充実による基礎基本の定着 

④ 応募活動や各種検定への取り組み 

⑤ 学びの基礎を培う読書指導の充実 

⑥ キャリア、ボランティア、ＤＰ、いのち(人権)、小中接続を中核にした総合的な学習

(｢まちなか科｣)の推進 

 
(2)重点２ 学級経営、教育相談、生徒会を中核に＜自尊心を育成＞ 

＜目標値＞  A 「自信を持って自分の長所が言える」生徒」 80％以上 

       B 「元気・笑顔・会釈の挨拶ができる生徒」  90％以上 

① 信づくりにつながる工夫された活動を計画的重点的にすすめる 

・「よいとこさがし」や「よいとこ川柳」活動 

・エンカウンターライフスキル学習 

・生活目標、進路目標の設定と支援活動(教育相談) 

② 「北風」活動を中核とする生徒会活動の推進 

・一人一人が認められる評価活動のあり方を工夫する 

③ 生徒を支える生徒理解・教育相談を推進する 

ア 教育相談の充実  イ 生徒理解打ち合わせ(毎週)の実施 

ウ 生活アンケ－ト  エ 指導力を高める教育相談事例研究会 

④ 不適応対策の推進 

ア 不登校対策計画の確立  イ 校内体制の確立ウ指導力の向上 

⑤ 吟味された目標と目的を掲げて取り組む部活動を推進する。 

（「部活動で目標を達成できたと言える生徒」を８０％にする） 

⑥計画的に小中連携をすすめ、適応指導に配慮された適切な接続を図る。 

 
(3) 重点３ 学級経営・特活・保健安全指導を中核に＜健康・体力を育成＞ 

＜目標値＞ A メディアへの接し方に留意し良い生活リズムを作っている 生徒80％以上 

      B 指導を受け止め、事故、ケガに合わないように努力する  生徒90％以上 

① メディア接触時間に配慮した生活リズムづくりと清潔習慣の確立をすすめる 

② 日常的、計画的なインフルエンザ予防をすすめる 

③ ケガや事故のない、命と体を守る安全なくらしづくりをすすめる 

④ たくましい体を作る食生活の改善をすすめる 
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⑤ 北中らしい清掃と全教職員による環境整備で美しい学校の基盤をつくる 

⑥ 学校保健安全法の改正に応じ、安全対策をすすめる 

 

(4) 重点４ 経営全般を見通して各種連携をすすめ＜生徒を支える環境を整える＞ 

＜数値目標＞ A 「我が子のよさを言える保護者」８０％以上 

       B 学校関係者評価をもとに教務部として経営改善をすすめる５項目以上 

① 各校務部重点の達成に向けて、量的質的に効果的な教育課程管理をすすめる。 

② 学校評価を計画的に行い、学校全体、校務部経営の改善をすすめる。 

③ 学校評議員による学校関係者評価を充実し、具体的な経営改善をすすめる。 

④ 生徒と関係機関等でつくる連絡協議会をもち、地域課題の理解や地域貢献の充実に努

める。 

⑤ PTAと連携し、我が子のよさを磨く取り組みや生活リズムづくりをすすめる。 

⑥ 定期的、双方向の学校だよりの発刊に努め、開かれた学校づくりに努める。 

 
◇学校づくり４視点 

学校づくり４視点 

１ 地域の学校づくり 
 生涯学習社会における学校の役割を自覚すると共に、地域に貢献し地域と共に伸びる学校

を目指す。 

(1) 学校に課せられた使命と責任を自覚し、説明責任を果たす 

(2) 生涯学習社会における地域の学習の場としての学校のあり方を探る 

(3) 地域貢献について、体験活動から自主活動へと生徒の実態に応じてすすめる 

２ 信頼される学校づくり 
 学校目標を受け、子ども像を鮮明に掲げ、絶対評価の時代の学校として一人一人の生徒を

確実に伸ばす。 

(1) 学校目標を共有し、目標具現化構想を全教育活動に浸透させる 
① 学校像、生徒像、教師像の理念の共有化をすすめる 

② 重点教育活動を精選、焦点化し、具現化構想として確立する（別紙） 

③ 具現化構想を、学年・学級経営、校務部経営で具体的に推進する 

(2) ３年間を通して、様々な教育相談活動（ガイダンス･カウンセリング、日常の支援的関わ

り）を徹底してすすめ、長所を発見、伸長させながら自尊心を育む 

(3)さんさんプランの導入、工夫された少人数指導の実施により学力を向上させる 

３ 特色ある学校づくり 
 生徒像に迫る本校ならではの特色ある教育活動を創造・実践し、改善し続ける経営、指導

システムづくりをすすめる。 

(1)今年度の意義を明確にして経営にあたる 

(2)受け継ぎたい指導理念を整理し、各校務部の冒頭に掲げる 

４ 開かれた学校づくり 
 中高、保護者、地域、関係機関との連携のあり方を工夫すると共に、外部評価を取り入れ、

経営改善に資するものとする。 

(1) 中１ギャップ予防を手がかりに広範な連携のあり方を探る。 

(2) ＰＴＡ活発化、学校支援ボランティアを手がかりに家庭の教育力の向上、地域の学

校づくりをすすめる。 

(3)学校評議員制度を手がかりに開かれた学校づくりのあり方を探る。 

(4)外部評価を一人一人の生徒の育ちや学校評価、教育課程改善に活用する。 
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５ その他の経営上の留意点 
(1) 学校経営【年間を見通し、流れとめりはり、関連を明確にしてすすめる】 

① 学校評価の改善について 
 学校評価ガイドラインが策定されたことをふまえ、昨年度、新たに学校評議員を設置し

た。この度、ガイドラインが改訂され、学校評議員を始めとする学校関係者評価の充実が

求められている。今年度は、協議の中から学校経営改善の芽を洗い出し、一層具体化に努

めたい。 

ⅰ 学校評価時期とねらい 
 来年度教育課程編成を考慮し、時期は７月、１１月、２～３月とする。７月評価は

２学期に、１１月は次年度教育課程編成に生かしたい。２～３月評価は次年度への参

考程度とする。年度末の反省職員会議は特に設定しない。 

ⅱ 経営上の５つの山場 
 特に、学校経営、教育指導の状況を子どもの姿で公開するために、６月地区中体連、

８月運動会、１０月文化祭、１１月進路指導研究協議会、３月卒業式として設定し評

価する。いずれかの山場で学校評議員会を開催する。 

② 教育課程編成に関して 
 教育課程編成委員会の計画に基づき、次の視点を大事にして取り組む。 

ⅰ 学校経営全般にわたる広い視点から改善をすすめる。 

ⅱ 新年度初日からの実施を念頭に、今年度早くから編成に取り組む。 

ⅲ 全職員で編成に取り組む。 

ⅳ 各種予算面での吟味をふまえながら、編成にあたる。 
特にⅳは１００年来の不況もいわれている中、大事にしたいと考える。 

③ 行事検討委員会について 
 行事検討委員会は、校務部を広くまたぐ教育活動や、大きな学校行事推進、または校務

部での対応を越える教育指導、教育活動の推進のために設置する。 
ⅰ 儀式委員会(卒業式を含む) 

ⅱ 運動会委員会 

ⅲ 文化祭委員会 

 

(2) 校務部経営ミッション追求型チーム編成と目標値の達成 
① 各重点に迫るためのチームを編成し、目標値を設定してチームの総力を結集して取り組

み、評価し、改善する。 

② 目標値に迫るため、スクラップ＆ビルドの視点に立って前年度の方策を吟味し新鮮に方

策を提案し、全職員ですすめる。 

③ 目標値に対する部長の考え、推進構想、推進年間計画を明示し、実際的な推進や、評価、

改善に効果的に取り組めるようにする。 

④ 担任のすすめる効果的な実践を見出し、全職員で実証する等して本校の実践の財産を確

立する。 

⑤ 校務部内の各担当細掌の取り扱いについては軽重を付け、重点に係る業務を効果的にす

すめる。 

 

(3) 学年・学級経営年間を通しての山場を設定し、メリハリをつける 
① 学校目標（目標値）との関連を大事にした学年(学級)目標値を掲げ、学年の特色を踏ま
えた特色ある取り組みをすすめられるようにする。 
② １年間を見通して経営、教育活動の山場を幾つか設定して、めあてと見通しを持たせな

がら学年(学級)の勢いを創り出し、メリハリのある生活がおくれるようにする。なお、学
年行事は学年の一つの山場と位置づけ、一人一人を育てたい。 
③ 特に次の活動を大事にする。 
ア 学校づくりの視点から、学年(学級)としての社会貢献活動を工夫する。 
イ 学力の２極化等が言われる折り、具体的指導を実施する。 
ウ 学級の自慢、財産を創り、学年で検証して学年の財産を増やす。 
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④学級経営では、特に個人目標の設定、支援、長所づくりから自尊心を育てる 
ア 学級経営では深い生徒理解を基盤に、教師も自己開示しながら温かい人間関係を築

く。 
イ 自己評価、他からの評価、係り活動評価等により、生徒一人一人に自己存在感、自

己有用感を感得させ、自尊心(｢自分が好き｣｢誇れる自分｣)を育む。 
ウ その際、長所を見つけ、伸ばす指導を工夫する。 
エ 年間を幾つかの期間に分け、目標を具体的に設定させて取り組ませて達成感を味わ

わせ、自己肯定感を育む。日常的なガイダンス・カウンセリングが重要となる。 
 

(4) 教師像の追究のために 
① 掲げた教師像を念頭に、研究・修養に努める姿勢を堅持する。 
② 中学校教職員は、特に全人的な関わりが要求される。日常的なガイダンス・カウンセリ

ングはもちろんのこと、積極的に生徒と関わりたい。 
③ 職能成長、課題に応える指導力の向上が教職員には不可欠である。職員一人一人の個性

や能力を伸ばす現職教育、研修に努める。 
④ 校務や日課表、年間教育計画を見直し、ゆとりある勤務環境づくりに配慮するとともに、

校務改善に努力する。 
⑤ 学校は組織体である。組織とは、報告・連絡・相談が機能することが、不可欠であり、

学年・学級、校務部等調和と連携を大事に職責を果たす。 

 

６ 特色ある教育活動の展開 

北風（ほくふう）活動 

〈挨拶〉〈合唱・応援〉〈ボランティア〉〈委員・係〉〈ふれあい

・言葉〉の活動を、生徒会が重点とする５つの風「北風」とし、生

徒会と学校が一体となって取り組んでいる。 

生徒会、PTA、地域あげ

ての「さわやかあいさつ

運動」の展開 

平成１６年度、山形県小さな親切運動本部から指定を受けた「あい

さつ運動推進校」の取り組みを発展させ、生徒会を中心にしたあい

さつ向上運動、PTA育成部を中心として全員参加型による「さわや

かあいさつ運動」を展開している。 

全校ボランティア 

生徒会が中心となって、年２回の全校ボランティアを地域と一体と

なって取り組む他、「ちょボラ」として自主的なボランティア活動

を実践している。 

学校支援地域本部事業 

地域の方々による学校支援ボランティアや祖父母学級の実践など、

地域コーディネーターを中心に、「開かれた学校」「地域と一体と

なった学校」を目指した取り組みを行っている。 

まちなかデザインプロ

ジェクト 

総合的な学習の時間を活用し、地域の課題について調べ、グループ

ごとにパネルにまとめ、自分たちが考えた解決法などを、地域に出

てプレゼンテーションする。 

生徒理解と教育相談の

実施 

毎週１回の生徒理解の時間を確保するとともに、毎月１回の生活ア

ンケートや年２回の教育相談を実施し生徒理解と情報の共有を行

っている。また、今年度から配置されたスクールカウンセラーによ

るカウンセリングを実施する。 
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（３）教職員・児童生徒数及び学級数 
(平成21年4月1日現在) 

 

（１）教職員数 

 校長 教頭 教諭 
養護
教諭 

講師 助教諭 
非常勤
講師 

事務 栄養士 市職 その他 

長井小 1 1 31 1 3 0 3 1 1 3 2 

致芳小 1 1 8 1 0 0 1 1 0 1 1 

西根小 1 1 9 1 0 1 1 1 0 1 0 

平野小 1 1 7 1 1 0 1 1 1 1 1 

豊田小 1 1 8 1 0 0 2 1 0 1 1 

伊佐沢小 1 1 7 1 0 0 0 1 0 1 0 

長井南中 1 1 26 1 2 0 0 1 0 2 1 

長井北中 1 1 23 1 2 0 1 1 0 2 0 

 

（２）児童生徒数 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

長井小 115 138 126 126 138 128 771 

致芳小 33 28 30 36 24 33 184 

西根小 25 18 37 41 20 26 167 

平野小 32 31 39 29 23 28 182 

豊田小 29 36 37 34 29 31 196 

伊佐沢小 9 8 12 15 12 16 72 

長井南中 170 154 157    481 

長井北中 137 146 157    440 

 

（３）学級数 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合計 

長井小 4 5 4 4 5 4 2 28 

致芳小 1 1 1 1 1 1 1 7 

西根小 1 1 1 2 1 1 2 9 

平野小 1 1 1 1 1 1 1 7 

豊田小 1 1 1 1 1 1 1 7 

伊佐沢小 1 1 1 1 1 1 0 6 

長井南中 6 4 4    3 17 

長井北中 5 4 4    2 15 
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（４）平成21年度 学校給食共同調理場運営計画 
 

1．基 本 方 針 

 近年、食品の産地偽装や賞味期限の改ざん問題、中国ギョーザの中毒問題、事故米の不正流

通等々食の根幹を揺るがす大事件の発生、原油の乱高下、経済不況の長期化など、食生活を取

り巻く環境が大きく変化し、大量の食品を扱う学校給食にとって安全面や価格面において、大

変厳しい時代を迎えている。このような状況下において、学校給食法に掲げられた下記の目標

の実現とともに、子供たちに「安全・安心・おいしい給食」を提供するため、学校給食衛生管

理基準・大量調理施設衛生管理マニュアル等を基に、徹底した衛生管理と創意工夫により、安

全で安心な給食の提供・調理業務の遂行に努める。 

・日常生活における食事について、正しい理解と望ましい習慣を養うこと。 

・学校給食を豊かにし、明るい社交性を養うこと。 

・食生活の合理化、栄養の改善及び健康の推進を図ること。 

・食糧の生産、配分及び消費について、正しい理解に導くこと。 

  

２．今年度の主な課題 

 （１）安全で適正な給食物資の購入と地産地消 

（２）安全・安心・美味しい給食の提供「バランスのとれた充実した給食」 

 （３）食育の推進 

 （４）調理施設・設備の安全衛生の確立 

 （５）調理場施設の改築計画の策定 

 

３．重 点 施 策 

（１）安全で適正な給食物資の購入と地産地消 

① 物資の購入については、市場価格、相場価格、店頭価格等を把握して適正価格となる

よう取り組むとともに、新たな学校給食用物資の購入先等の調査を実施し安価な給食づ

くりに努める。 

② 納品された物資については、安全な食材の確保を図るため、物資の成分分析表のチェ

ックと検収を強化するとともに安定供給について最善を尽くし、学校給食の質の向上と

安価な給食づくりに努める。 

③ 安全な食材の購入には生産者の顔が見えることが大切であることから、青果物（レイ

ンボー野菜）、鶏卵、ウインナー、鯉など地場産品の使用により地産地消に努める。ま

た、米飯給食については、日本型食文化を推進すると共に当市が産する特選米であるレ

インボープラン認証米を使用し、地域の特産を知り、地元に愛着を持つ子供の育成に努

める。 

   

（２）安全・安心・美味しい給食の提供「バランスのとれた充実した給食」 

① バランスの良い食事とはどのような食事であるか、児童生徒が理解できるよう、1食

あたり15品目以上を目安にバランスのとれた献立を作成し、工夫をこらした調理をして

給食を提供する。 
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② 献立に創意工夫を加え、学校給食摂取基準を全て満たすよう努める。また、生活習慣

病予防のため脂肪、糖分、塩分を過剰摂取しない給食を提供し、児童生徒のときから自

己健康管理能力の育成に努める。 

③ 地域の食文化や旬のものを使用し、郷土に昔からあった伝統の献立を取り入れるよう

に努める。 

④ 調理業務委託業者と連携して新メニューに取り組み、児童生徒の嗜好にあったメニュ

ーを提供するとともに、「バイキング給食」(小･中卒業学年対象)・セレクトメニュー

・季節の行事メニュー（七夕・給食記念日・クリスマス・ひなまつりなど）により楽し

みのある学校給食に取り組む。 

 

（３）食育の推進 

① 学校の要請に応じ、栄養士が朝会に出向き、児童生徒への栄養指導を行う。また、学

校主催による栄養講話や試食会の機会をとらえ、保護者の皆さんの学校給食に対する理

解を得るとともに、食育の大切さなどについて指導を行う。 

② バイキング給食・セレクト給食の機会を利用し、交流を図りながら児童生徒の嗜好を

把握し、献立に反映させるように努める。 

③ 児童生徒にいのちの大切さ、食の大切さを知ってもらうとともに、給食がより楽しい

ものになるために、また保護者の皆さんに給食の現状等をご理解いただくため、毎月1

回調理場だより「いのち」（裏面は、献立予定表）を発行する。 

 

 （４）調理施設・設備の安全衛生の確立 

① 食中毒防止のため、従事職員の検便、調理器具の消毒、清掃及び調理場内の害虫駆除

を実施し、安全確認の徹底を図るとともに、学校給食衛生管理の基準の衛生管理チェッ

クリストをクリアするよう指導する。 

② 施設・設備の老朽化が激しいため各種の点検を十分に行い、事故の発生や異物混入に

つながらないよう細心の注意を払い調理業務を遂行するよう指導する。 

③ 危険をともなう施設設備については、早期修繕並びに調理機器・用具等の更新に努め

る。 

 

 （５）調理場施設の改築計画の策定 

 当学校給食共同調理場は、昭和42年の建設から既に42年が経過しているため老朽化が

進み、衛生管理がさけばれている現在、現有施設で対応することは難しい状況となって

いることから、新たな共同調理場の建設が望まれている。早期建設に向けた改築計画の

策定に取り組む。 

 


